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は
じ
め
に

第
一
章　

勤
労
動
員
の
通
年
化
と
教
育
（
以
上
、
本
号
）

第
二
章　
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
下
の
動
員
と
教
育
（
以
下
、

次
号
）

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
九
四
四
年
二
月
二
五
日
、
政
府
は
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」

を
閣
議
決
定
し
て
、
中
等
学
校
以
上
の
学
徒
に
対
し
て
、
一
年
間

を
通
し
た
通
年
動
員
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
四
月
か
ら
通
年
動

員
が
始
ま
っ
た

 

（1）

。
さ
ら
に
、
一
九
四
五
年
三
月
一
八
日
に
は

「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
を
閣
議
決
定
し
て
、
国
民
学
校
初
等
科

を
除
い
て
、
授
業
を
一
年
間
停
止
し
、「
全
学
徒
ヲ
食
糧
増
産
、

軍
需
生
産
、
防
空
防
衛
、
重
要
研
究
其
ノ
他
直
接
決
戦
ニ
緊
要
ナ

ル
業
務
ニ
総
動
員
ス
」
る
と
し
た

 

（2）

。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
通
年
勤
労
動
員
の
態
勢
の
も
と
に
置
か

れ
た
状
況
に
お
い
て
、
中
等
学
校
が
教
育
の
諸
問
題
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
の
か
を
、
立
教
中
学
校
の
事
例
を
通
し
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
動
員
の
組
織
で
あ
る
学

校
報
国
隊
と
戦
争
最
末
期
に
設
置
さ
れ
た
学
徒
隊
に
つ
い
て
も
、

考
察
を
加
え
た
い
。

こ
の
時
期
の
教
育
と
勤
労
動
員
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
す

る
と
、
ま
ず
安
川
寿
之
輔
、
逸
見
勝
亮
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る

 

（3）

。

そ
こ
で
は
、
非
合
理
的
な
教
育
が
な
さ
れ
、
教
育
の
否
定
に
陥
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
次
に
山
本
哲
生
の
研
究
が
あ
り
、

通
年
勤
労
動
員
態
勢
下
の
立
教
中
学
校
（
一
）

―
動
員
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
学
徒
隊
を
中
心
に
―

安 

達 

宏 

昭
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学
徒
勤
労
令
な
ど
の
制
度
形
成
や
勤
労
動
員
の
各
県
に
お
け
る
状

況
を
示
し
て
い
る

 

（4）

。
ま
た
出
井
善
次
の
研
究
は
、
神
奈
川
県
の

浅
野
綜
合
学
校
を
取
り
上
げ
、
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
職
員
常

会
の
記
録
を
使
用
し
、
校
長
か
ら
職
員
に
文
部
省
や
地
方
長
官
か

ら
の
通
達
が
伝
達
さ
れ
る
様
子
や
、
動
員
先
で
の
回
想
を
通
し

て
、
戦
時
期
の
中
等
学
校
が
置
か
れ
た
状
況
を
提
示
し
た

 

（5）

。
池

田
健
一
は
、
戦
時
下
の
海
城
中
学
校
に
お
い
て
、
校
長
が
教
育
方

針
や
指
示
事
項
を
記
入
し
た
後
に
教
員
に
回
覧
さ
れ
た
「
職
員
回

覧
簿
」
の
資
料
紹
介
を
行
っ
て
い
る

 

（6）

。
齊
藤
勉
は
、
東
京
都
の

中
等
学
校
以
上
の
勤
労
動
員
に
つ
い
て
詳
細
か
つ
網
羅
的
な
研
究

を
行
っ
た

 

（7）

。
そ
の
研
究
は
、
各
学
校
史
や
新
聞
記
事
を
使
っ

て
、
動
員
先
の
工
場
の
状
況
だ
け
で
な
く
、
動
員
態
勢
の
変
遷
に

つ
い
て
も
詳
細
に
分
析
し
叙
述
し
て
い
る
。
一
方
、
徳
竹
剛
は
、

大
学
と
い
う
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
が
、
動
員
先
の
状
況
を
詳
細

に
分
析
し
て
い
る

 

（8）

。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
五
年
に
お
け
る
東
北

帝
国
大
学
法
文
学
部
一
年
生
の
中
島
飛
行
機
伊
勢
崎
工
場
へ
の
動

員
を
、
学
生
の
様
子
も
含
め
た
動
員
先
に
関
す
る
状
況
を
記
録
し

た
大
学
側
の
大
量
の
史
料
を
使
っ
て
明
ら
か
に
し
、
学
徒
隊
発
足

を
め
ぐ
る
文
部
省
・
大
学
と
陸
軍
の
駆
け
引
き
も
詳
述
さ
れ
、
学

徒
隊
を
考
察
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
立
教
中
学
校

に
関
す
る
研
究
で
は
、
伊
藤
俊
太
郎
に
よ
る
「
立
教
中
学
校
二
十

世
紀
」
お
よ
び
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
が
、
中
学
校
の
様

子
を
網
羅
的
に
記
述
し
て
い
る

 

（9）

。
た
だ
、
こ
の
時
期
を
生
き
た

中
学
生
の
様
子
を
描
写
す
る
こ
と
に
重
心
が
置
か
れ
、
様
々
な
事

実
の
指
摘
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
持
つ
教
育
史

的
意
義
へ
の
関
心
は
薄
い
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
の
四

つ
の
点
に
注
目
し
た
い
。
第
一
に
、
旧
制
立
教
中
学
校
資
料
を
構

成
す
る
『
諸
通
達
綴
』『
官
公
往
復
文
書
』『
報
告
書
類
』
等
に
含

ま
れ
る
多
く
の
東
京
都
教
育
局
の
通
達
を
使
用
し
、
立
教
中
学
校

側
の
『
教
務
日
誌
』
や
報
告
書
類
と
照
合
し
て
、
実
施
状
況
を
明

ら
か
に
し
た
い

 

（10）

。
す
な
わ
ち
、
学
校
側
に
一
番
近
い
行
政
機
関

か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
、
中
等
学
校
が
ど
の
よ
う
に
動
い
た
か
、

ま
た
は
動
か
さ
れ
た
の
か
を
分
析
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
行
研

究
と
異
な
る
本
稿
の
特
色
に
な
る
と
考
え
る

 

（11）

。
第
二
に
、
勤
労

動
員
と
そ
れ
に
関
連
す
る
教
育
施
策
が
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て

ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
実
行
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
東
京
都
教
育
局
か
ら
の
通
達
は
、
文
部
省
の
通
達
を
東

京
都
内
の
地
域
状
況
に
あ
わ
せ
て
伝
達
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
東
京
都
が
抱
え
て
い
た
固
有
の
問
題
に
着
目
し
て
い

き
た
い
。
第
三
に
、
動
員
に
伴
う
諸
措
置
が
、
次
第
に
整
備
さ
れ

て
い
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
通
年
動
員
は
「
非
常
措
置
」
と
し
て

実
施
さ
れ
た
た
め
、
動
員
当
初
か
ら
諸
措
置
が
定
ま
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
動
員
さ
れ
る
学
校
側
に
と
っ

て
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
の
対
応
を
見
て
い
く
上

で
必
要
な
観
点
と
考
え
る
。
第
四
に
、
徳
竹
剛
が
明
ら
か
に
し
た
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学
徒
の
組
織
化
を
め
ぐ
る
文
部
省
と
陸
軍
の
主
導
権
争
い
が
、
東

京
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
通
達
を
通
し

て
、
学
徒
隊
の
編
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
な
か
で
、
こ
の
点
に

注
目
し
た
い
。

筆
者
は
す
で
に
、
戦
時
動
員
と
立
教
中
学
校
の
関
係
に
つ
い
て

分
析
し
て
き
た
が
、
一
九
四
四
年
四
月
の
通
年
動
員
が
開
始
さ
れ

た
と
こ
ろ
ま
で
で
あ
っ
た

 

（12）

。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
こ
れ
ま
で

の
筆
者
の
研
究
の
続
編
に
当
た
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
通
年
動
員
態
勢
下
に
お
い
て
中
等
学
校
が
教
育
な
ど

に
関
し
て
直
面
し
た
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る

た
め
に
、
動
員
先
で
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い

 

（13）

。
勤
労
動
員
に
関
す
る
諸
対
応
と
、
動
員

組
織
で
あ
っ
た
「
学
校
報
国
隊
」「
学
徒
隊
」
に
関
す
る
指
示
と

組
織
・
制
度
に
つ
い
て
論
じ
る
に
と
ど
ま
る
。
立
教
中
学
校
の

『
教
務
日
誌
』 

（14）

を
多
用
す
る
た
め
、
こ
の
史
料
か
ら
の
引
用
に
つ

い
て
は
、
本
文
中
の
「
」
の
後
に
日
付
を
附
す
に
と
ど
め
出
典
を

注
記
し
な
い
。

第
一
章　

勤
労
動
員
の
通
年
化
と
教
育

（
一
）
通
年
動
員
の
開
始
と
制
度
整
備

一　
五
年
生
の
動
員
と
対
応
の
遅
れ

一
九
四
四
年
三
月
七
日
に
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
学
徒

動
員
実
施
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
三
月
二
六
日
に
は
文
部
省

は
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
学
徒
動
員
実
施
要
綱
ニ
依
ル
学

校
別
学
徒
動
員
基
準
」
を
決
定
し
、
二
九
日
に
は
各
地
方
長
官
に

通
牒
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
学
校
別
に
動
員
方
針
、
出
勤
先
が
定
め

ら
れ
、
中
等
学
校
に
お
い
て
は
、
高
学
年
よ
り
順
次
動
員
が
工
場

事
業
場
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

 

（15）

。
東
京
都
で
は
、
四
月

初
旬
か
ら
動
員
が
実
施
さ
れ
た
。
最
初
の
動
員
は
工
業
学
校
や
商

業
学
校
な
ど
の
職
業
学
校
が
対
象
で
、
航
空
機
関
係
九
七
工
場
に

動
員
さ
れ
た

 

（16）

。

立
教
中
学
校
へ
は
、
四
月
中
旬
に
出
動
が
命
じ
ら
れ
た
よ
う

で
、
二
二
日
に
「
第
五
学
年
作
業
出
動
壮
行
式
」（
4
╱
22
）

が
行
わ
れ
、
二
四
日
か
ら
「
第
五
学
年
勤
労
報
告マ

マ

作
業
開
始
」

（
4
╱
24
）
と
な
っ
た
。
こ
の
動
員
は
、
齊
藤
勉
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
東
京
都
の
中
で
は
第
二
次
動
員
に
あ
た
る
も
の
で
、
中
学
校

五
年
生
を
対
象
に
、
七
二
校
一
三
〇
〇
〇
人
が
一
一
〇
工
場
に
配

置
さ
れ
た
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

 

（17）

。
立
教
中
学
校
五
年
生
の
動
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員
先
は
、
陸
軍
第
一
造
兵
廠
で
あ
っ
た
。
動
員
人
数
は
、
当
初
は

一
五
七
名
で
あ
っ
た
が
、
上
級
学
校
・
軍
学
校
へ
の
進
学
の
た
め

減
少
し
た
た
め
、
七
月
一
〇
日
段
階
で
一
四
六
名
と
な
っ
て
お

り
、
予
定
で
は
九
月
三
〇
日
ま
で
の
動
員
で
あ
っ
た

 

（18）

。
そ
し

て
、
陸
軍
第
一
造
兵
廠
へ
の
動
員
の
中
で
は
、
比
較
的
早
い
時
期

に
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

 

（19）

。

一
九
四
四
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
通
年
動
員
は
、
政
府
や
行

政
側
の
制
度
的
な
準
備
が
整
わ
な
い
中
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
動
員
関
連
の
諸
通
達
が
東
京
都
か
ら
各
学
校
に
発
せ
ら

れ
る
の
は
、
五
月
に
入
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
後
述
す
る

よ
う
な
通
年
動
員
に
伴
う
教
育
内
容
、
成
績
評
定
、
報
償
金
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

四
月
七
日
に
東
京
都
か
ら
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
中
等
学

校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
」 

（20）

が
通
達
さ
れ
た
も
の
の
、

通
年
勤
労
動
員
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
「
修
練
」
と
し
て

実
施
し
、「
現
場
ニ
於
ケ
ル
訓
育
、
輔
導
ノ
根
本
方
針
ハ
予
メ
学

校
ニ
於
テ
之
ヲ
定
メ
現
場
ノ
教
育
的
環
境
ト
勤
労
能
率
ノ
向
上
ト

ヲ
考
慮
シ
具
体
的
ニ
実
施
ス
ル
コ
ト
」
や
、
教
科
教
授
に
つ
い
て

は
「
現
場
ニ
於
ケ
ル
余
暇
ヲ
活
用
シ
テ
教
科
教
授
ト
勤
労
作
業
ト

ノ
関
連
ニ
留
意
シ
生
徒
ノ
指
導
ヲ
為
ス
コ
ト
」、「
教
科
科
目
ノ
配

分
並
ニ
教
科
内
容
ニ
付
年
間
ヲ
通
ジ
重
点
的
取
扱
ヲ
為
シ
得
ル
様

計
画
実
施
ス
ル
コ
ト
」
な
ど
と
、
学
校
ご
と
に
任
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
そ
の
基
準
は
明
確
で
な
か
っ
た
。
通
年
動
員
は
、
ま
さ
に

「
非
常
措
置
」
と
し
て
緊
急
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

五
月
に
入
る
と
東
京
都
は
、「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
中

等
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
実
施
基
準
並
ニ
生
徒
ノ
成

績
評
定
基
準
ニ
関
ス
ル
件
」 

（21）

を
一
五
日
に

 

（22）

、「
工
場
事
業
場
等

学
徒
勤
労
動
員
受
入
側
措
置
要
綱
」（
以
下
、「
受
入
側
措
置
要

綱
」） 

（23）

と
「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
学
校
側
措
置
要
綱
」

（
以
下
、「
学
校
側
措
置
要
綱
」） 

（24）

を
二
〇
日
に
各
校
に
通
達
し

た

 

（25）

。
そ
し
て
、
動
員
実
施
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ら

の
通
達
の
趣
旨
を
伝
達
す
る
内
容
で
、
各
校
の
教
職
員
に
対
す
る

講
習
会
を
開
催
し
た
。
ま
ず
、
五
月
二
九
日
か
ら
六
月
二
日
ま
で

の
四
泊
五
日
で
、「
現
場
指
導
監
督
教
職
員
」
に
対
す
る
「
錬
成

講
習
会
」
を
開
催
し
、
各
校
に
適
任
者
の
派
遣
を
求
め
た

 

（26）

。
こ

れ
に
対
し
て
、
立
教
中
学
校
で
は
、「
阿
部
氏
、
本
日
ヨ
リ
六
月

二
日
（
金
）
マ
デ
五
日
間
、
養
正
館
ニ
於
ケ
ル
勤
労
動
員
ニ
関
ス

ル
講
習
会
ニ
出
席
。（
宿
泊
錬
成
）」（
5
╱
29
）
し
た
。
さ
ら
に
、

五
月
一
六
日
に
は
、
三
回
に
分
け
て
三
名
の
教
職
員
と
校
長
の
出

席
を
求
め
る
講
習
会
の
開
催
を
通
知
し
た

 

（27）

。
こ
れ
に
対
し
て

も
、
立
教
中
学
校
で
は
、「
高
橋
（
昊
）
氏
、
学
校
長
ノ
代
理
ト

シ
テ
養
正
館
ニ
出
張
。
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
講
習
会
ナ
リ
」（
6

╱
3
）、「
野
﨑
氏
、
養
正
館
ニ
出
張
。（
勤
労
作
業
講
習
会
）」

（
5
╱
30
）、「
山
本
氏　

勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
講
習
会
ノ
タ
メ
ニ

養
正
館
ニ
、（
中
略
）
出
張
」（
6
╱
7
）「
浅
越
氏
ハ
勤
労
動
員

ニ
関
ス
ル
講
習
会
（
養
正
館
ニ
於
ケ
ル
）
ニ
、（
中
略
）
出
張
」
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（
6
╱
14
）
と
三
回
と
も
出
席
し
た
。
さ
ら
に
、
五
月
末
に
は
、

「
学
校
長
及
花
房
、
造
兵
廠
ニ
五
年
勤
労
作
業
視
察
。
午
後
、
帰

校
執
務
」（
5
╱
31
）
と
造
兵
廠
へ
の
視
察
を
実
施
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
立
教
中
学
校
を
始
め
と
す
る
各
中
等
学
校
で

は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
通
達
や
講
習
会
を
通
し
て
、
通

年
動
員
の
実
施
を
め
ぐ
る
諸
措
置
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
動
員
か
ら
二
ヶ
月
経
ち
、
ま
た
視
察
な
ど
も

通
し
て
、
現
場
の
状
況
も
理
解
し
た
と
思
わ
れ
る
。
立
教
中
学
校

で
は
、
よ
う
や
く
六
月
二
四
日
に
開
催
し
た
保
護
者
会
に
お
い

て
、
五
年
生
の
保
護
者
に
対
し
て
、
詳
し
い
動
員
の
説
明
を
行
っ

た
。
そ
の
様
子
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
五
年
級
ハ
勤
労
動

員
出
勤
中
ニ
就
キ
之
ヲ
一
括
シ
テ
左
ノ
順
序
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
行
ヘ

リ
。
出
席
者
。
校
長
・
高
野
軍
事
教
官
・
花
房
・
阿
部
・
三
主

任
。
造
兵
廠
ヨ
リ
奥
大
尉
外
一
名
。
イ
、
国
民
儀
礼
。
ロ
、
校
長

ヨ
リ　

▽
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
趣
旨
▽
授
業
及
上
級
学
校
入
学
ニ

関
ス
ル
措
置
ニ
就
テ
説
明
ア
リ
。
ハ
、
阿
部
氏
ヨ
リ
▽
作
業
現
況　

▽
工
場
管
理
（
健
康
・
病
気
・
負
傷
・
保
険
・
食
事
・
通
勤
・
作

業
時
間
・
警
戒
下
作
業
等
）
▽
家
庭
、
学
校
、
工
場
ノ
密
接
ナ
ル

連
繋
ニ
就
テ
詳
説
ス
」（
6
╱
24
）。

こ
れ
に
対
し
て
保
護
者
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
十
一
項
目
の
具

体
的
な
質
疑
が
出
た
。「
▽
被
服
ノ
件　

▽
作
業
時
間
交
代
ノ
件

（
夜
間
作
業
開
始
セ
ラ
ル
ヽ
ト
キ
）
▽
食
事
給
与
ノ
件
（
一
日
一

合
一
勺
現
在
）　

▽
遅
刻
・
早
退
ノ
件　

▽
対
工
員
関
係
ノ
件　

▽
上
級
学
校
進
学
ニ
就
テ
内
申
推
薦
ノ
件　

▽
病
気
ノ
為
、
隔
日

通
院
中
ナ
ル
モ
勤
労
成
績
ニ
関
係
ス
ル
カ　

▽
身
体
検
査
ニ
ツ
キ

後
日
特
ニ
通
知
ナ
キ
者
ハ
健
康
者
ト
認
ム
ル
カ　

▽
作
業
種
目
毎

日
変
動
ス
ル
モ
之
ハ
一
作
業
ニ
固
定
熟
練
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
シ　

▽
旋

盤
作
業
ハ
結
核
ヲ
誘
致
シ
易
シ　

▽
火
曜
（
一
週
一
日
出
校
日
）

ノ
教
練
態
度
如
何
」（
6
╱
24
）。
こ
の
保
護
者
の
質
問
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
通
年
動
員
が
始
ま
っ
て
二
ヶ
月
が
経
と
う
と
す
る
時

点
に
お
い
て
、
立
教
中
学
校
は
保
護
者
に
対
し
て
よ
う
や
く
工
場

な
ど
で
の
労
働
や
授
業
・
進
学
に
つ
い
て
説
明
は
し
た
も
の
の
、

そ
の
細
部
に
関
し
て
は
依
然
と
し
て
明
確
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
東
京
都
か
ら
細
か
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
月
二
六
日
か
ら
は
、「
五

年
、
造
兵
廠
ニ
於
ケ
ル
夜
間
作
業
本
日
ヨ
リ
開
始
」
さ
れ
た
。
動

員
期
間
が
二
ヶ
月
経
ち
、「
受
入
側
措
置
要
綱
」
に
書
か
れ
て
い

た
深
夜
就
業
を
行
わ
せ
な
い
期
間
を
越
え
た
た
め
で
あ
っ
た
。
勤

労
作
業
そ
の
も
の
は
、
進
展
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　
報
償
金
の
問
題
と
更
な
る
動
員

通
年
動
員
が
始
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
応
が
遅
れ

て
い
た
こ
と
の
一
つ
で
、
学
校
に
と
っ
て
強
い
関
心
が
あ
っ
た
の

は
、
生
徒
に
対
す
る
報
償
金
の
支
払
い
で
あ
っ
た
。
五
月
に
通
達

が
あ
っ
た
「
受
入
側
措
置
要
綱
」
で
は
、
報
償
金
に
つ
い
て
「
学

徒
勤
労
ニ
対
ス
ル
報
償
ハ
学
校
報
国
隊
ノ
協
同
業
績
ニ
対
シ
納
付
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セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
括
学
校
報
国
隊
ニ
納
付
ス
ル
コ

ト
」
と
と
あ
り
、
学
校
側
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、「
基
本
報
償
算
定
基
準
」
の
一
人
当
た
り
月
額
は
、
中

等
学
校
第
三
学
年
以
上
は
五
〇
円
と
な
っ
て
い
て
、
決
し
て
少
な

く
な
い
金
額
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
立
教
中
学
校
で
は
、
諸

通
達
の
綴
と
は
別
に
『
学
徒
報
償
金
ニ
関
ス
ル
文
書
』
と
い
う
綴

を
作
成
し
、
報
償
金
に
関
す
る
通
達
を
、
他
の
文
書
と
は
別
に
管

理
し
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
報
償
金
に
つ
い
て
も
、
対
応
は
遅
れ
て

い
た
。
実
際
に
、
報
償
金
の
支
払
い
は
、
七
月
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
ま
ず
、「
学
校
側
措
置
要
綱
」
で
は
、「
勤
労
期
間
中
ニ

於
ケ
ル
学
徒
ノ
授
業
料
、
其
ノ
他
教
育
上
学
徒
ヨ
リ
徴
収
ス
ル
経

費
ハ
報
償
金
中
ヨ
リ
徴
収
シ
得
ル
範
囲
ニ
於
テ
之
ヲ
徴
収
ス
ル
コ

ト
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
基
準
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
報
償
金
の
月
額
に
つ
い
て
も
、
す
ぐ
に
北
海
道
長
官
か
ら
高

す
ぎ
る
と
の
疑
義
が
提
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
基
本
報
償
算
定

基
準
額
ハ
一
般
工
場
、
事
業
場
ニ
於
ケ
ル
最
高
初
給
賃
金
ヨ
リ
遥

ニ
高
額
ニ
シ
テ
従
来
真
面
目
ニ
職
場
ニ
挺
身
シ
ツ
ツ
在
ル
一
般
工

員
ニ
対
シ
思
想
上
及
ボ
ス
悪
影
響
相
当
大
ナ
ル
ベ
キ
予
想
セ
ラ
ル

ル
」
と
し
、「
各
廰
府
県
ニ
於
テ
ハ
右
金
額
ノ
枠
内
ニ
於
テ
夫
々

各
地
ノ
実
情
ニ
即
ス
ル
如
ク
規
定
実
施
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
」
と

の
質
問
が
出
さ
れ
て
い
た

 

（28）

。
こ
れ
に
対
し
て
厚
生
省
は
、「
基

本
報
償
ハ
全
国
一
律
ニ
実
施
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
工
場
事
業
場
ニ

於
ケ
ル
金
額
ノ
変
更
ハ
認
メ
ザ
ル
趣
旨
ナ
ル
コ
ト
」
と
し
、
む
し

ろ
「
一
般
工
員
給
与
ノ
是
正
ヲ
図
ル
」
べ
き
だ
と
回
答
し
た

 

（29）

。

七
月
に
入
っ
て
、
東
京
都
は
報
償
金
を
管
理
す
る
学
校
に
、
そ

の
経
理
に
つ
い
て
「
工
場
事
業
場
等
ニ
於
ケ
ル
学
徒
ノ
勤
労
ニ
対

ス
ル
報
償
経
理
ニ
関
ス
ル
件
」
を
通
達
し
た

 

（30）

。
そ
こ
で
は
、
こ

れ
ま
で
「
受
入
側
措
置
要
綱
」「
学
校
側
措
置
要
綱
」
が
あ
る
が
、

「
当
分
ノ
間
左
記
ニ
ヨ
リ
経
理
ノ
適
正
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
」
と
し
具

体
的
に
以
下
の
指
示
を
出
し
た
。
基
本
報
償
金
か
ら
は
授
業
料
な

ど
の
教
育
上
必
要
な
経
費
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
、
た
だ
し

学
徒
の
出
勤
に
よ
り
不
要
と
な
っ
た
経
費
（
例
え
ば
実
験
実
習

費
、
旅
行
積
立
金
、
教
練
費
、
作
業
費
な
ど
）
は
除
外
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
徴
収
す
る
費
目
と
金
額
は
あ
ら
か
じ
め
教
育
局
総

務
課
宛
に
報
告
し
て
お
く
こ
と
、
こ
う
し
て
基
本
報
償
金
か
ら
経

費
を
控
除
し
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
学
徒
に
交
付
す
る
こ
と
、
た

だ
し
、
残
余
金
額
が
二
五
円
以
上
の
場
合
に
は
二
五
円
、
二
五
円

未
満
の
場
合
に
は
全
額
交
付
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
交
付
金
は
原

則
と
し
て
父
兄
に
交
付
し
、
学
徒
の
所
要
経
費
に
充
て
る
以
外
は

な
る
べ
く
貯
金
な
ど
に
充
て
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
、
特
別
報
償

金
は
各
出
勤
先
分
を
一
括
し
て
指
示
が
あ
る
ま
で
学
校
報
国
団
特

別
会
計
と
し
て
保
管
す
る
こ
と
、
報
国
団
の
報
償
経
理
担
当
者
は

報
国
隊
別
出
納
明
細
書
を
毎
月
作
成
し
て
、
五
月
末
と
一
一
月
末

に
累
計
を
出
し
て
次
月
に
報
告
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら

に
動
員
先
へ
の
「
派
遣
職
員
ニ
関
ス
ル
経
費
等
ニ
就
イ
テ
ハ
別
途
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指
示
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
う
け
て
、
立
教
中
学
校
で
は
、
七
月
二
八
日
に
学
校
長

か
ら
「
学
徒
ノ
勤
労
ニ
対
ス
ル
報
償
経
理
ニ
関
ス
ル
件
」
を
教
育

局
総
務
課
に
提
出
し
た

 

（31）

。
指
示
の
あ
っ
た
徴
収
す
る
費
目
と
月

額
に
つ
い
て
、
授
業
料
七
円
五
〇
銭
・
報
国
団
費
一
円
・
母
の
会

費
二
円
の
合
計
一
〇
円
五
〇
銭
を
基
本
報
償
か
ら
差
し
引
く
と
い

う
報
告
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
七
月
三
〇
日
付
で
、
学
校
長
か
ら

保
証
人
へ
の
通
知
が
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
七

月
二
十
二
日
六
月
分
勤
労
報
国
団
報
償
金
受
領
致
候
就
て
は
上
司

指
示
の
如
く
左
記
金
額
相
渡
候
間
御
受
取
被
下
度
候
（
中
略
）
追

て
四
月
分
及
五
月
分
に
つ
い
て
は
工
廠
よ
り
精
算
あ
り
次
第
御
通

知
可
申
上
候
」 

（32）

と
か
か
れ
、
報
償
金
の
四
月
分
と
五
月
分
が
工

廠
側
か
ら
未
払
い
で
、
六
月
分
を
七
月
末
に
な
っ
て
初
め
て
保
証

人
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
通

知
は
原
稿
で
あ
っ
た
た
め
、
各
人
に
い
く
ら
支
払
わ
れ
る
の
か
記

載
は
な
く
不
明
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
生
徒
に
報
償
金
が
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
報
償
金
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
動
員
先
へ
の
派
遣
職
員
の
経
費
の
問
題
も
含
め
て
、
九
月
ま

で
整
備
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
項

で
取
り
上
げ
る
。

さ
て
、
こ
の
間
に
も
通
年
動
員
は
拡
大
し
て
い
た
。
齊
藤
の
研

究
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
で
は
六
月
末
ま
で
に
五
次
に
わ
た
る
動
員

が
、
学
校
の
種
類
や
学
年
別
に
実
施
さ
れ
、
高
等
女
学
校
や
女
子

実
業
学
校
に
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
学
年
も
四
年
生
ま
で
に

及
ん
で
い
た

 

（33）

。
立
教
中
学
校
で
は
、
こ
の
分
類
よ
り
も
、
さ
ら

に
遅
い
時
期
に
四
年
生
の
動
員
命
令
が
通
達
さ
れ
た
。
七
月
四
日

に
「
四
年
級
ニ
対
シ
、
鐘
淵
デ
ゼ
ー
ル
其
他
三
工
場
ニ
於
ケ
ル
勤

労
動
員
出
動
命
令
、
東
京
都
庁
ヨ
リ
通
報
ア
リ
、
阿
部
氏
、
先
ヅ

兵
器
補
給
廠
ニ
至
リ
（
先
約
ア
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
）
次
デ
四
工
場
ヲ

巡
察
ス
」（
7
╱
4
）、
七
月
一
八
日
に
、「
朝
礼
後
、
四
年
勤
労

出
動
壮
行
式
」（
7
╱
18
）、
七
月
二
〇
日
に
は
「
四
年
級
、
各
組

別
ニ
ヨ
リ
本
日
ヨ
リ
勤
労
作
業
ニ
出
勤
」（
7
╱
20
）
と
い
う
こ

と
で
、
一
組
は
大
日
本
油
脂
、
二
組
は
鐘
ヶ
淵
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
三

組
は
明
治
製
革
、
四
組
は
大
同
製
鋼
へ
と
組
ご
と
に
入
所
し
た
。

学
校
側
は
、
引
率
教
員
の
ほ
か
に
、「
阿
部
氏
ハ
鐘
淵
デ
ー
ゼ
ル

ノ
入
所
式
ニ
列
シ
、
大
日
本
油
脂
及
大
同
製
鋼
巡
視
、
花
房
ハ
明

治
製
革
ノ
入
所
式
ニ
列
シ
、
大
日
本
油
脂
巡
視
」（
7
╱
20
）
し

た
。動

員
数
の
拡
大
に
対
応
し
て
、
東
京
都
で
は
、
七
月
二
〇
日
に

「
学
徒
動
員
受
入
側
措
置
ニ
関
ス
ル
件
」
を
通
達
し
た

 

（34）

。
こ
れ

は
、「
受
入
側
措
置
要
綱
」
の
細
目
に
関
し
て
規
定
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
学
徒
の
作
業
種
目
、
就
業
時
間
、
休
憩
時
間
及
び
休
日

の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
工
場
側
は
学
校
側
と
充
分
協
議
の
上
で

決
定
し
、
も
し
意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
所
管
労
務
監
督

官
と
東
京
都
教
育
局
の
指
示
に
従
う
と
し
て
お
り
、
協
議
連
絡
の

た
め
に
工
場
長
や
学
校
長
な
ど
に
よ
る
学
徒
勤
労
委
員
会
の
設
置



− 9−

を
指
示
し
て
い
た
。
多
く
の
動
員
に
よ
り
、
順
調
に
動
員
が
で
き

な
い
工
場
も
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
そ
し
て
、
作
業
指
導

に
つ
い
て
は
、
学
徒
二
〇
名
な
い
し
三
〇
名
に
つ
き
専
任
作
業
指

導
者
一
名
を
配
置
す
る
こ
と
や
、
施
設
の
充
実
（
更
衣
室
な
ど
だ

け
で
な
く
読
書
の
た
め
の
腰
掛
を
用
意
す
る
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

る
）、
健
康
診
断
の
実
施
（
年
二
回
以
上
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る

精
密
検
査
な
ど
）、
給
食
用
物
資
の
配
給
を
、
七
月
二
五
日
か
ら

変
更
し
て
事
業
場
の
労
務
者
と
同
じ
配
給
量
に
す
る
（
そ
の
た
め

の
証
明
書
の
ひ
な
型
も
添
付
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
、
立
教
中
学
校

の
保
護
者
会
で
出
て
い
た
労
働
上
の
質
疑
に
対
応
す
る
も
の
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
学
校
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
東
京
都
で
は
勤
労
作
業
現

場
で
の
細
か
な
規
定
も
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
東
京
都
で
は
、
学
校
隣
組
の
整
備
も
行
っ
た
。
七
月

一
日
に
作
成
さ
れ
た
「
東
京
都
中
等
学
校
隣
組
一
覧
（
案
）
規
定

案
」 

（35）

で
は
、「
学
校
相
互
ノ
和
親
協
力
ノ
体
制
ヲ
確
立
」
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、「
共
同
研
究
」
す
る
も
の
と
し
て
、「
学
徒
勤
労

動
員
」
や
「
学
校
防
空
」、
さ
ら
に
「
設
備
ノ
相
互
利
用
」
と
し

て
、
出
動
で
き
な
い
生
徒
を
一
括
し
て
授
業
を
行
う
「
特
設
学

級
」
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

 

（36）

。
学
校
の
種
類
ご
と
に
組
が

編
成
さ
れ
て
、
立
教
中
学
校
は
「
男
子
中
等
学
校
ノ
部
」
の
第
四

部
（
都
立
九
中
が
幹
事
）
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
一

一
日
に
「
高
橋
（
昊
）
氏
、
学
校
隣
組
打
合
会
ノ
為
、
午
後
二
時

ヨ
リ
都
立
一
中
ニ
出
張
」（
7
╱
11
）
と
あ
り
、
学
校
長
か
ら
校

内
に
は
七
月
一
八
日
に
結
成
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
学
校
間
で
情

報
や
設
備
・
授
業
を
共
有
す
る
よ
う
な
態
勢
が
つ
く
ら
れ
、
勤
労

動
員
を
円
滑
に
進
め
る
整
備
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
八
月
一
四
日
の
東
京
都
の
通
達
で
は
、
こ
の
隣
組
常
会
は
、

「
公
的
ナ
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
部
ニ
於
テ
ハ
各
学
校
長
ニ
指
示
ス
ベ
キ

事
項
ヲ
モ
此
ノ
常
会
ヲ
通
ジ
伝
達
ス
ベ
キ
場
合
ア
ル
」
と
し
、
校

長
の
毎
回
の
出
席
を
求
め
て
お
り
、
東
京
都
か
ら
の
伝
達
機
関
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た

 

（37）

。

三　
学
徒
勤
労
令
の
制
定
と
報
償
制
度
の
整
備

八
月
二
三
日
に
学
徒
勤
労
令
が
制
定
さ
れ
た

 

（38）

。
こ
の
勅
令
に

つ
い
て
は
、
第
三
条
に
「
勤
労
即
教
育
」
と
い
う
理
念
が
盛
り
込

ま
れ
、
教
育
の
変
質
の
観
点
か
ら
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
山
本
に
よ
り
案
文
か
ら
正
文
に
い
た
る
修
正
の
過
程
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る

 

（39）

。
本
項
で
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
ふ
ま

え
つ
つ
、
制
度
整
備
の
側
面
か
ら
検
討
を
加
え
る
。
こ
の
勅
令

は
、
閣
議
決
定
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
学
徒
動
員
実
施
要

綱
」
の
法
制
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
第

一
条
に
記
さ
れ
た
「
学
徒
ノ
勤
労
協
力
及
之
ニ
関
連
ス
ル
教
職
員

ノ
勤
労
協
力
」
を
「
学
徒
勤
労
」
と
総
称
し
て
、
そ
れ
に
関
す
る

命
令
を
国
家
総
動
員
法
第
五
条
に
基
づ
く
と
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
以
前
は
、
学
徒
の
勤
労
協
力
は
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
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に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
学
校
報
国
団
の
隊
組
織

で
あ
る
学
校
報
国
隊
を
、
国
民
勤
労
報
国
隊
と
見
な
し
て
、
勤
労

協
力
を
命
じ
て
い
た

 

（40）

。
こ
の
た
め
、
出
動
要
請
は
厚
生
大
臣
ま

た
は
地
方
長
官
で
あ
り
、
監
督
は
厚
生
大
臣
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
段
階
の
学
校
報
国
隊
は
文
部
省
訓
令
に
よ
り
組
織
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
教
職
員
の
学
徒
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
動
員

の
な
か
で
位
置
づ
け
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
徒
勤

労
令
の
制
定
は
、
学
校
報
国
隊
を
法
令
に
よ
る
組
織
と
し
て
位
置

づ
け
、
文
部
大
臣
と
地
方
長
官
の
学
校
報
国
隊
や
事
業
場
に
対
す

る
監
督
権
限
を
明
確
に
し
た
。
そ
し
て
、
教
職
員
の
指
導
も
「
学

徒
勤
労
」
と
し
て
動
員
の
対
象
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
文
部
省
が
整
備
し
て
き
た
通
年
動
員
に
関

す
る
指
示
や
諸
機
関
へ
の
監
督
を
強
固
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
報
償
制
度
に

つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
制
度
が
整
う
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
未
定
と
な
っ
て
い
た
動
員
先
へ
の
派
遣
教
職
員
に
対
す
る
経

費
の
支
出
が
明
確
に
な
り
、
学
徒
へ
の
報
償
に
関
す
る
制
度
も
確

定
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
五
条
で
は
、「
学
徒
勤
労
ニ
要
ス
ル
経

費
ハ
（
中
略
）
学
徒
勤
労
ヲ
受
ク
ル
者
之
ヲ
負
担
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
」
と
明
確
化
し
、
そ
の
施
行
規
則
に
よ
り
負
担
す
べ
き
経
費
は

「
学
徒
勤
労
ニ
対
ス
ル
報
償
」
と
し
た

 

（41）

。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

「
学
徒
勤
労
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
教
職
員
の
勤
労
協
力
、

す
な
わ
ち
派
遣
教
職
員
の
経
費
も
事
業
場
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
に
出
さ
れ
た
二
つ
の
通
達
で
確
認
で
き

る
。
九
月
一
三
日
に
文
部
次
官
か
ら
通
達
さ
れ
た
「
学
徒
勤
労
派

遣
責
任
教
職
員
ノ
指
導
ニ
関
ス
ル
件
」 

（42）

で
は
、「
学
徒
勤
労
令
ニ

依
リ
学
徒
勤
労
動
員
ハ
学
徒
ノ
勤
労
協
力
ト
共
ニ
之
ニ
関
連
ス
ル

教
職
員
ノ
勤
労
協
力
ヲ
モ
含
メ
教
職
員
自
身
学
校
報
国
隊
ノ
一
員

ト
シ
テ
国
家
総
動
員
業
務
ニ
協
力
ス
ベ
キ
態
勢
ノ
確
立
ヲ
見
タ

ル
」
と
、
学
徒
勤
労
令
が
教
職
員
の
活
動
に
与
え
た
意
義
を
明
確

に
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
派
遣
教
職
員
に
対
し
て
「
学
徒
ト
共
ニ

作
業
ニ
挺
身
シ
以
テ
学
徒
ヲ
薫
化
誘
掖
ス
ル
ト
共
ニ
飛
躍
的
生
産

効
率
ノ
向
上
ニ
貢
献
ス
ル
ヲ
念
ト
ス
ベ
キ
」
と
、
学
徒
と
と
も
に

勤
労
に
「
挺
身
」
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
も
う
一
つ
は
、
こ

の
通
達
の
前
に
出
さ
れ
た
九
月
三
日
に
文
部
省
総
務
局
長
等
か
ら

通
達
さ
れ
た
「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
ノ
報
償
取
扱
細
目

ニ
関
ス
ル
件
」 

（43）

で
あ
る
。
こ
の
通
知
の
別
紙
「
工
場
事
業
場
等

学
徒
勤
労
動
員
ノ
報
償
取
扱
細
目
」（
以
下
、「
報
償
取
扱
細
目
」

と
略
記
）
で
は
、
受
入
側
事
業
場
が
、
派
遣
責
任
教
職
員
な
ど
に

旅
費
や
残
業
・
深
夜
就
業
な
ど
の
特
別
勤
務
手
当
を
本
人
に
直
接

交
付
す
る
ほ
か
、「
常
時
勤
務
者
一
人
ニ
付
月
五
十
円
ノ
割
ヲ
以

テ
算
定
セ
ル
謝
金
ヲ
学
校
報
国
隊
ニ
送
付
ス
ル
」
と
定
め
て
い

た
。
そ
し
て
、
そ
の
謝
金
の
一
〇
分
の
一
を
報
国
団
特
別
会
計
に

繰
り
入
れ
る
以
外
は
、「
部
下
教
職
員
ノ
実
勤
務
ニ
応
ジ
之
ヲ
支

給
ス
ル
コ
ト
」
と
し
て
い
た

 

（44）

。
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こ
の
「
報
償
取
扱
細
目
」
に
よ
り
、
出
動
学
徒
に
関
す
る
報
償

の
交
付
も
定
ま
っ
た
。
報
償
は
一
括
し
て
学
校
報
国
隊
に
納
付
す

る
こ
と
、
学
校
報
国
隊
で
は
送
付
を
受
け
た
学
徒
の
報
償
金
中
よ

り
授
業
料
そ
の
他
教
育
上
徴
収
す
べ
き
経
費
を
控
除
し
て
残
額

を
、
学
校
ご
と
の
基
準
に
よ
り
出
動
学
徒
に
交
付
す
る
こ
と
、
中

等
学
校
生
徒
に
対
し
て
は
月
二
五
円
で
あ
っ
た

 

（45）

。
そ
し
て
、
さ

ら
に
こ
の
学
徒
支
給
金
を
控
除
し
た
後
の
残
額
中
か
ら
そ
の
残
余

金
の
一
〇
分
の
一
程
度
を
学
校
報
国
団
の
特
別
会
計
に
繰
り
入

れ
、
さ
ら
に
そ
の
残
額
は
出
動
学
徒
本
人
名
義
の
郵
便
貯
金
な
ど

の
貯
金
と
し
、
そ
の
貯
金
通
帳
は
学
校
が
保
管
し
、
卒
業
・
退

学
・
転
学
の
際
に
本
人
に
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
こ
う
し

て
報
償
金
に
対
す
る
学
校
報
国
団
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
様

式
も
明
確
に
定
ま
り
、
ま
た
工
場
事
業
場
に
よ
る
学
徒
勤
労
報
償

明
細
書
と
派
遣
教
職
員
謝
金
の
部
・
実
費
弁
償
及
び
手
当
の
部
の

様
式
も
決
ま
り
、
各
学
校
に
提
示
さ
れ
、
報
償
制
度
は
確
定
し
た

の
で
あ
る
。

東
京
都
で
は
、
こ
の
「
報
償
取
扱
細
目
」
を
九
月
九
日
に
各
学

校
に
通
達
し
、
立
教
中
学
校
に
も
伝
達
さ
れ
た

 

（46）

。
東
京
都
で

は
、
文
部
省
の
通
達
と
は
異
な
り
、
学
校
報
国
団
の
特
別
会
計
に

繰
り
入
れ
る
金
額
を
、
支
給
金
を
控
除
し
た
残
額
の
一
〇
分
の
一

で
は
な
く
一
円
と
具
体
的
に
定
め
て
お
り

 

（47）

、
教
職
員
の
支
給
金

も
、
謝
金
の
一
〇
分
の
八
を
下
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
た
。
そ
の

後
、
立
教
中
学
校
に
対
し
て
、
こ
の
報
償
の
細
目
に
関
し
て
指
導

も
行
わ
れ
た
。
九
月
一
八
日
の
『
教
務
日
誌
』
に
は
、「
午
前
十

時
、
都
立
九
中
ヨ
リ
電
話
ア
リ
、
来
二
十
八
日
（
木
）
正
午
、
報

償
金
ニ
関
シ
、
其
ノ
経
理
担
当
責
任
者
ハ
諸
帳
簿
携
行
ノ
上
、
参

集
セ
ラ
レ
タ
ク
」（
9
╱
18
）
と
の
記
事
が
あ
り
、
二
八
日
に
は

「
奥
田
氏
（
阿
部
氏
・
松
村
氏
同
行
）
都
立
九
中
ニ
於
ケ
ル
学
校

隣
組
勤
労
学
徒
報
償
金
帳
簿
打
合
会
ニ
、
夫
々
出
張
」（
9
╱
28
）

し
た
。
学
校
隣
組
を
通
し
て
も
、
伝
達
と
連
絡
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

そ
の
上
で
、
東
京
都
は
一
二
月
一
一
日
に
、
こ
う
し
た
経
理
の

査
察
や
指
導
の
実
施
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、「
報
償
経
理
ニ
関
ス

ル
件
」 

（48）

を
通
達
し
て
、
よ
り
細
か
な
指
示
を
出
し
た
。
こ
こ
で

は
、
教
育
局
へ
の
報
告
は
「
学
徒
勤
労
一
般
会
計
」
と
「
学
徒
勤

労
特
別
会
計
」
の
二
つ
と
し
、
一
月
に
は
前
年
六
月
か
ら
一
二
月

ま
で
を
、
六
月
に
は
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
分
を
取
り
ま
と
め
て

報
告
す
る
が
、
四
五
年
一
月
に
は
出
動
当
初
の
月
以
降
の
分
か
ら

を
ま
と
め
て
提
出
す
る
こ
と
、
学
校
報
国
団
の
特
別
会
計
繰
入
金

は
九
月
分
か
ら
実
施
す
る
こ
と
、
交
付
金
は
早
急
に
支
給
し
、
領

収
書
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
、
八
月
分
ま
で
の
学
校
保
管
金
は

遅
滞
な
く
個
人
貯
蓄
と
し
て
本
人
に
通
報
し
、
九
月
分
以
降
の
分

を
足
す
こ
と
、
毎
月
の
報
償
金
中
の
貯
蓄
額
は
交
付
金
と
と
も
に

本
人
に
通
報
す
る
こ
と
、
交
付
金
に
つ
い
て
は
濫
費
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
な
る
べ
く
本
人
に
お
い
て
貯
蓄
す
る
よ
う
指
導
す

る
こ
と
と
し
て
い
た
。
翌
年
の
二
月
に
は
、
立
教
中
学
校
で
は
、
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「
一
号
館
ニ
於
テ
学
校
隣
組
開
催
。（
報
償
金
検
査
）
奥
田
・
阿
部

両
氏
、
出
席
。」（
2
╱
1
）
と
検
査
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
通
年
動
員
に
伴
う
報
償
金
の
取
扱
い
は
、
生
徒
個

人
の
貯
金
通
帳
を
作
成
・
入
金
・
保
管
し
、
交
付
金
や
明
細
を
渡

す
な
と
、
か
な
り
細
か
な
事
務
を
必
要
と
し
、
煩
雑
な
こ
と
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
通
年
動
員
は
、
こ
う
し
た
事
務
的
な
負
担
を

学
校
に
強
い
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
通
年
動
員
と
教
育

一　
通
年
動
員
と
成
績

四
月
七
日
に
通
達
さ
れ
た
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
中
等

学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
」
に
お
い
て
、
通
年
勤
労
動

員
は
「
之
ヲ
修
練
ト
シ
テ
実
施
」
し
、
日
曜
日
や
作
業
の
休
日
等

を
利
用
し
て
、
学
校
の
種
類
に
応
じ
て
軍
事
に
関
す
る
科
学
・
救

護
実
習
・
保
育
実
習
の
実
施
に
努
め
る
と
し
て
い
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
五
月
一
五
日
に
通
達
さ
れ
た
「
決
戦
非
常
措

置
要
項マ

マ

ニ
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
実
施
基

準
」 

（49）

で
は
、
通
年
勤
労
動
員
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
①
勤
務
時

間
中
に
一
週
六
時
間
を
原
則
と
し
て
授
業
時
を
特
設
す
る
こ
と
、

②
特
設
授
業
に
は
体
錬
科
教
練
を
毎
週
お
お
よ
そ
三
時
間
、
理
数

科
数
学
及
び
物
象
を
毎
週
お
お
よ
そ
三
時
間
課
す
こ
と
、
③
特
設

授
業
時
に
余
裕
が
あ
る
場
合
、
そ
の
他
適
当
な
時
間
を
利
用
し

て
、
国
民
科
、
理
数
科
の
教
科
中
よ
り
必
要
な
も
の
を
選
択
し
て

重
点
的
に
要
点
を
課
す
こ
と
、
な
ど
が
指
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

八
ヶ
月
、
六
ヶ
月
、
四
ヶ
月
ご
と
の
勤
労
動
員
に
お
け
る
授
業
時

間
を
指
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
日
に
通
達
し
た
「「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
中

等
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
」
ニ
依
ル
生
徒
ノ
成
績
評

定
基
準
」 

（50）

で
は
、
生
徒
勤
労
成
績
記
入
様
式
の
表
を
示
し
、
そ

の
表
に
は
月
ご
と
に
①
作
業
種
別
、
②
作
業
場
、
③
出
席
と
欠
席

日
数
、
④
遅
刻
早
退
回
数
、
⑤
勤
労
作
業
に
現
れ
た
る
成
績
（
そ

の
中
に
「
作
業
態
度
其
他
」、「
概
評
」
が
あ
る
）、
⑥
引
率
責
任

者
印
、
⑦
担
当
者
氏
名
印
、
⑧
学
校
長
検
印
の
欄
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、「
記
入
上
ノ
注
意
事
項
」
に
お
い
て
、「
概
評
」
欄
に
は

「
生
徒
ノ
出
席
日
数
、
作
業
態
度
、
作
業
能
率
、
身
体
状
況
等
ニ

付
関
係
職
員
ノ
所
見
ヲ
綜
合
シ
、
秀
、
優
、
良
、
可
、
不
可
ノ
五

段
階
ニ
分
チ
評
定
記
入
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
最

後
に
「
総
評
」
と
「
備
考
」
の
欄
が
設
け
ら
れ
、「
総
評
」
欄
に

は
勤
労
動
員
日
数
、
出
席
日
数
、
欠
席
日
数
の
全
体
を
ま
と
め
て

書
く
欄
と
、「
成
績
状
況
」「
概
評
」
の
欄
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
様
式
は
、
立
教
中
学
校
に
残
さ
れ
て
い
た
、
実
際
の
簿
冊

『
四
学
年
二
組　

勤
労
成
績
表　

昭
和
十
九
年
七
月
』『
昭
和
十
九

年
度　

勤
労
作
業
成
績
簿　

立
教
中
学
校
第
四
学
年
三
組　

明
治

製
革
株
式
会
社
出
動
』 

（51）

と
様
式
が
合
致
し
て
い
て
、
東
京
都
の

指
示
通
り
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
学
業
成
績
の
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評
定
に
つ
い
て
は
、
通
年
動
員
で
評
定
が
困
難
な
場
合
に
は
、
各

科
目
別
で
は
な
く
教
科
別
（
国
民
科
、
理
数
科
、
体
錬
科
な
ど
が

主
要
な
教
科
）
に
評
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
さ
ら
に
そ
の

評
定
も
従
来
の
筆
答
試
問
な
ど
に
依
る
こ
と
な
く
観
察
を
総
合
し

て
成
績
を
評
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
学
籍
簿
の
中

の
概
評
の
記
入
に
つ
い
て
は
、
勤
労
動
員
を
重
視
す
る
こ
と
、
特

に
通
年
動
員
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
修
練
の
成
績
と
全

教
科
の
成
績
と
を
同
等
に
扱
っ
て
評
定
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て

い
た
。

こ
う
し
た
通
達
を
受
け
た
立
教
中
学
校
で
は
、
週
一
日
を
登
校

日
に
設
定
し
た
。
五
月
二
日
か
ら
「
五
年
登
校　

授
業
ア
リ
（
毎

週
火
曜
日
ト
定
メ
ラ
ル
）」（
5
╱
2
）
と
あ
る
。
ま
た
、
成
績
に

関
し
て
は
、「
午
前
一
時
、
通
信
簿
交
附
（
三
年
級
以
下
）」（
7
╱

23
）
と
、
通
年
動
員
が
な
さ
れ
て
い
な
い
三
年
生
以
下
に
の
み
、

成
績
表
が
交
付
さ
れ
た
。

学
期
末
の
七
月
一
四
日
に
は
、
東
京
都
は
「「
決
戦
非
常
措
置

要
綱
ニ
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
」
ニ
依
ル

生
徒
ノ
成
績
評
定
基
準
細
目
」 

（52）

を
通
達
し
た
。
こ
れ
は
、「
成
績

評
定
基
準
ニ
関
シ
テ
ハ
追
而
其
ノ
筋
ヨ
リ
之
ガ
細
目
ニ
付
通
牒
有

之
見
込
ミ
ナ
ル
モ
」、
と
り
あ
え
ず
東
京
都
独
自
に
細
目
を
示
し

て
「
実
施
ニ
公
正
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
」
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
勤
労
成
績
の
資
料
に
つ
い
て
、
動
員
日
数
や
出
欠
席
の

回
数
、
勤
労
時
間
数
な
ど
に
つ
い
て
、
細
か
く
記
載
方
法
を
指
示

し
て
い
た
。
特
に
、「
勤
労
作
業
ニ
現
レ
タ
ル
成
績
」
に
つ
い
て

の
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
、「
単
ニ
作
業
ノ
巧
拙
及
能
率
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
作
業
ニ
対
ス
ル
積
極
性
創
意
工
夫
責
任
感
協
同
精
神
注
意

力
」
や
「
学
徒
タ
ル
ノ
矜
持
」「
国
策
完
遂
ノ
気
魄
ノ
有
無
等
ノ

作
業
態
度
ニ
付
随
時
之
ヲ
具
体
的
ニ
記
録
シ
置
ク
コ
ト
」
と
す
る

一
方
で
、
引
率
教
員
は
「
適
宜
勤
労
成
績
評
定
補
助
簿
ヲ
作
成
シ

毎
日
整
理
記
入
ス
ル
ト
共
ニ
其
ノ
責
任
ヲ
明
ラ
カ
ニ
シ
置
ク
コ

ト
」
と
し
て
い
た
。

さ
ら
に
「
評
定
」
に
お
い
て
は
、
概
評
の
五
段
階
の
成
績
の
基

準
に
つ
い
て
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
可
」
は
出

席
日
数
が
勤
労
動
員
日
数
の
三
分
の
二
に
満
た
な
い
も
の
は
原
則

と
し
て
こ
れ
に
す
る
、「
不
可
」
は
出
席
日
数
が
勤
労
動
員
日
数

の
三
分
の
一
に
満
た
な
い
場
合
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
学
業
成

績
に
つ
い
て
は
、
五
月
の
通
達
と
同
様
の
記
述
と
と
も
に
、
動
員

期
間
中
の
授
業
時
数
は
各
科
目
別
に
記
録
し
、
勤
労
作
業
に
お
い

て
教
科
目
と
関
連
あ
る
事
項
は
そ
の
教
科
目
の
評
定
に
お
い
て
参

考
と
す
る
こ
と
と
、
よ
り
具
体
的
な
指
示
に
な
っ
て
い
た
。

立
教
中
学
校
に
お
け
る
二
つ
の
組
の
勤
労
成
績
表
を
見
る
と
、

月
ご
と
の
「
作
業
態
度
其
他
」「
概
評
」
に
は
、「
誠
実
ニ
シ
テ
勤

勉
」
と
あ
り
「
良
」
の
成
績
や
、「
普
通
」
で
「
良
」、「
確
実
ニ

シ
テ
勤
勉
」
で
「
優
」、「
勤
勉
力
行
ニ
シ
テ
表
裏
ナ
ク
実
直
、
衆

ノ
模
範
ナ
リ
」
で
「
秀
」
な
ど
が
あ
る
一
方
で
、
前
の
月
ま
で
は

「
良
」
の
生
徒
が
、
あ
る
月
で
は
「
不
真
面
目
ニ
テ
不
熱
心
」
で
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「
不
可
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
四
五

年
に
入
り
、
欠
席
が
増
加
し
た
場
合
に
は
、「
不
可
」
が
つ
く
月

も
あ
っ
た
。「
備
考
」
に
は
、
病
気
に
な
り
数
ヶ
月
休
養
し
た
こ

と
や
、
転
地
療
養
し
た
こ
と
、
軍
学
校
に
進
学
し
て
退
学
し
た
こ

と
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
表
末
の
「
総
評
」
欄
へ
の
記
入
は
『
四

学
年
二
組　

勤
労
成
績
表　

昭
和
十
九
年
七
月
』
に
し
か
な
い
。

そ
し
て
、
出
席
日
数
の
総
数
か
ら
換
算
す
る
と
、
鐘
ヶ
淵
デ
ィ
ー

ゼ
ル
墨
田
工
場
に
動
員
さ
れ
た
七
月
か
ら
翌
年
六
月
の
途
中
ま
で

で
ま
と
め
ら
れ
記
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
欄
の
「
成
績

状
況
」
に
は
、「
落
着
ナ
ク
真
面
目
サ
ニ
欠
ク
」「
黙
々
ト
シ
テ
忠

実
ニ
服
務
ス
」「
真
面
目
ナ
レ
ド
簡
慢
ナ
リ
」「
真
摯
ニ
シ
テ
熱
意

旺
盛
勤
勉
ナ
リ
」
な
ど
個
別
の
様
々
な
講
評
が
あ
り
、「
総
評
」

欄
に
お
け
る
「
概
評
」
は
「
優
」「
良
」
が
多
く
、「
秀
」「
可
」

は
少
な
く
、「
不
可
」
の
者
は
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
成
績
表

を
見
る
と
、
各
組
内
で
も
作
業
現
場
が
異
な
っ
て
お
り
、
一
人
の

教
員
で
各
生
徒
の
状
況
を
把
握
し
、
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二　
「
学
徒
勤
労
ノ
徹
底
強
化
」
と
教
育

一
九
四
四
年
に
入
っ
て
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
の
「
決
戦
」
に
備

え
て
、
航
空
機
の
増
産
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、
七
月
初
め
に
サ
イ

パ
ン
島
を
ア
メ
リ
カ
軍
に
奪
取
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
増
産
に
拍
車

が
か
か
っ
た
。
七
月
一
一
日
に
は
「
航
空
機
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル

非
常
措
置
ノ
件
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、「
航
空
兵
器
緊
急
増
産
ノ

能
否
ガ
、
今
ヤ
帝
国
興
廃
ニ
関
ス
ル
コ
ト
甚
大
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
、
航

空
兵
器
製
造
力
ヲ
至
短
期
間
ニ
急
角
度
ニ
上
昇
セ
シ
ム
ル
為
左
ノ

非
常
措
置
ヲ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
、「
勤
労
ハ
国
民
各

層
ノ
動
員
ニ
依
リ
絶
対
的
ニ
之
ヲ
確
保
ス
。
特
ニ
学
徒
ノ
徹
底
動

員
ニ
依
ル
ノ
外
、
必
要
ア
レ
バ
家
庭
ノ
根
軸
タ
ル
モ
ノ
以
外
ノ
女

子
ノ
徴
用
ヲ
行
フ
」
と
定
め
ら
れ
る
と

 

（53）

、
学
徒
に
よ
る
勤
労

は
、
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
一
九
日
に
は

文
部
次
官
・
厚
生
次
官
・
軍
需
次
官
に
よ
る
「
学
徒
勤
労
ノ
徹
底

強
化
ニ
関
ス
ル
件
」 

（54）

が
各
地
方
長
官
に
通
達
さ
れ
、
八
月
四
日

に
は
東
京
都
か
ら
各
学
校
に
発
せ
ら
れ
た

 

（55）

。
こ
の
通
達
で
は
、

勤
務
時
間
中
に
お
け
る
特
別
の
教
育
訓
練
時
間
（
一
週
六
時
間
）

が
停
止
可
能
に
な
り
、
工
場
所
定
の
休
日
以
外
に
お
け
る
登
校
日

等
は
廃
止
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
日
の
勤
務
時

間
は
一
〇
時
間
を
原
則
と
す
る
が
、
生
産
増
強
の
た
め
に
実
際
に

適
応
し
て
充
実
強
化
す
る
こ
と
、
出
動
後
二
ヶ
月
を
経
た
な
い
学

徒
も
交
替
制
に
よ
る
深
夜
就
業
を
認
め
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
通
牒
を
中
等
学
校
に
あ
わ
せ
た
「
学
徒
勤
労
ノ

徹
底
強
化
ニ
伴
フ
工
場
事
業
場
等
ニ
於
ケ
ル
中
等
学
校
教
育
ニ
関

ス
ル
件
」 

（56）

が
八
月
一
〇
日
に
文
部
省
か
ら
東
京
都
に
通
達
さ
れ
、

東
京
都
は
九
月
四
日
に
各
学
校
に
伝
達
し
た

 

（57）

。
こ
の
通
牒
は
、

指
導
方
針
と
し
て
「
学
徒
勤
労
動
員
ヲ
シ
テ
其
ノ
効
率
ヲ
最
高
度

ニ
発
揮
セ
シ
メ
戦
力
ノ
飛
躍
的
増
強
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
」「
自
学
求
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道
ノ
精
神
ヲ
振
起
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
学
徒
ノ
自
己
錬
成
ニ
付
懇
切

ナ
ル
指
導
ヲ
ナ
ス
コ
ト
」
を
挙
げ
、
学
徒
の
心
身
の
養
護
や
規
律

の
徹
底
に
注
意
を
促
し
、
教
科
指
導
に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間
中

に
授
業
を
設
け
な
い
場
合
に
は
、
始
業
前
、
終
業
後
、
手
持
時
間

を
活
用
し
て
授
業
を
行
い
、
自
学
自
習
の
指
導
を
行
う
こ
と
を
指

示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
通
牒
で
、
最
も
重
要
で
あ
っ
た
の

は
、「
成
績
評
定
」
に
対
す
る
指
示
で
、
授
業
を
設
け
な
い
で
教

科
成
績
の
評
定
が
困
難
な
と
き
は
、
期
間
中
の
教
科
の
成
績
は
こ

れ
を
評
定
し
な
い
、
ま
た
学
籍
簿
の
記
入
に
あ
た
っ
て
一
年
間
を

通
じ
て
成
績
資
料
を
欠
く
教
科
に
つ
い
て
は
そ
の
学
年
の
成
績
を

記
入
し
な
い
こ
と
、
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
立
教
中
学
校

に
残
さ
れ
て
い
た
通
牒
に
お
い
て
は
、
前
記
の
指
示
の
箇
所
の
横

に
○
印
を
つ
け
て
、
最
も
注
意
を
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
勤
労
作
業
の
強
化
に
あ
た
っ
て
、
教
科
の
評
定
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
一
二
月
に
お
い
て
も
、
東
京
都
は
「
勤
労
動
員
学
徒

ノ
教
科
指
導
ニ
関
ス
ル
件
」 

（58）

を
各
学
校
長
に
宛
て
て
、
成
績
評

定
と
教
科
指
導
に
つ
い
て
通
達
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
お

い
て
教
育
局
は
、
こ
れ
ま
で
教
科
指
導
に
関
す
る
通
牒
を
累
次
出

し
て
き
た
が
、
出
動
中
の
学
徒
に
対
し
て
、
成
績
評
定
の
資
料
と

す
る
た
め
筆
答
考
査
を
課
す
向
き
が
あ
る
、
し
か
し
、
こ
れ
は
学

徒
の
健
康
と
生
産
増
強
の
阻
害
と
な
る
た
め
、「
当
分
ノ
間
如
斯

考
査
ノ
実
施
ハ
固
ヨ
リ
一
般
教
科
指
導
ニ
関
シ
テ
モ
負
担
過
重
ニ

陥
ラ
ザ
ル
様
」
配
慮
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
時
期
に
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
控
え
て
、
提
出
書
類
作
成
の

た
め
に
試
験
を
実
施
し
て
成
績
評
定
し
よ
う
と
い
う
学
校
側
の
動

き
に
対
し
て
、
注
意
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
通
達
を
受
け
た
立
教
中
学
校
の
対
応
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
七
月
の
段
階
で
は
、
五
年
生

は
毎
週
火
曜
日
、
四
年
生
は
毎
週
水
曜
日
か
金
曜
日
に
、
学
校
で

授
業
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た

 

（59）

。
し
か
し
、
九
月
に
入
っ
て
二
学

期
が
始
ま
る
と
、
通
年
動
員
に
当
た
っ
て
い
た
五
年
生
と
四
年
生

は
、
月
四
回
の
工
場
の
休
日
の
う
ち
二
回
の
み
に
登
校
す
る
こ
と

に
な
っ
た

 

（60）

。
五
年
生
は
火
曜
日
、
四
年
生
は
水
曜
日
と
金
曜
日

に
分
け
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
月
二
回
に
減
っ
た

 

（61）

。

『
教
務
日
誌
』
に
よ
れ
ば
、
五
年
生
は
翌
年
二
月
二
七
日
ま
で
、

四
年
生
は
「
四
年
一
・
三
組
、
登
校
。
授
業
及
教
練
実
施
」（
一
九

四
五
年
2
╱
28
）、「
四
年
二
・
四
組
登
校
、
授
業
及
教
練
実
施
」

（
3
╱
9
）
ま
で
登
校
日
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
工
場
で
の
状
況

は
分
か
ら
な
い
が
、
登
校
日
の
日
数
を
減
ら
し
た
こ
と
か
ら
も
、

勤
労
の
強
化
を
求
め
る
通
達
の
通
り
の
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
類
推
で
き
る
。

そ
し
て
、
当
初
の
動
員
は
、
五
年
生
・
四
年
生
と
も
に
九
月
三

〇
日
ま
で
と
の
指
令
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が

 

（62）

、
九
月
二

五
日
に
東
京
都
教
育
局
長
か
ら
「
学
徒
継
続
出
勤
ニ
関
ス
ル

件
」 

（63）

が
通
達
さ
れ
て
、
出
動
中
の
学
徒
は
特
別
の
示
達
が
な
い
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限
り
、「
十
月
一
日
以
降
来
春
三
月
末
日
（
今
年
十
二
月
卒
業
ノ

学
徒
ハ
十
二
月
末
日
）
迄
令
書
ニ
依
リ
出
動
中
ノ
現
各
工
場
（
事

業
場
）
ニ
継
続
出
動
ス
ベ
キ
」
と
さ
れ
た
。
学
徒
勤
労
強
化
の
観

点
か
ら
、
動
員
の
継
続
が
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る

 

（64）

。

三　
一
九
四
四
年
度
後
半
期
に
お
け
る
動
員
と
教
育

立
教
中
学
校
で
は
、
一
二
月
一
日
に
は
三
年
生
の
通
年
動
員
が

始
ま
っ
た
。
組
ご
と
に
大
同
製
鋼
・
日
本
通
運
（
汐
留
駅
）・

鐘
ヶ
淵
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
中
央
工
業
の
四
社
に
分
属
さ
れ
て
入
所
し

た
。
こ
の
動
員
発
令
は
、
一
一
月
一
四
日
に
学
校
に
伝
え
ら
れ

た
。
そ
の
直
後
に
各
社
や
都
庁
に
教
員
が
出
張
し
て
打
ち
合
わ

せ
、
一
七
日
に
は
「
三
年
級
動
員
発
令
ニ
ツ
キ
之
ヲ
主
題
ト
シ

テ
、
種
々
協
議
」（
11
╱
17
）
し
、
さ
ら
に
各
社
を
ま
わ
っ
て
調

整
し
、
三
〇
日
に
「
午
前
八
時
、
雨
天
体
操
場
ニ
於
テ
、
三
年
級

勤
労
動
員
出
動
ニ
就
キ
、
壮
行
式
挙
行
。
学
校
長
及
高
野
軍
事
教

官
ヨ
リ
訓
辞
、
激
励
ア
リ
」（
11
╱
30
）
と
壮
行
式
を
行
っ
た
。

こ
の
動
員
は
、
齊
藤
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
学
徒
勤
労
ノ
徹
底

強
化
ニ
関
ス
ル
件
」
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
動
員
で
、
八
月
に
実

施
さ
れ
た
国
民
学
校
高
等
科
二
年
生
児
童
の
動
員
に
次
ぐ
も
の
で

あ
っ
た

 

（65）

。
こ
の
通
知
は
一
一
月
一
四
日
以
降
、
各
学
校
に
な
さ

れ
、
動
員
さ
れ
る
人
員
は
計
一
一
万
七
〇
〇
〇
人
で
、
そ
の
大
半

は
中
等
学
校
二
年
生
と
国
民
学
校
高
等
科
児
童
で
あ
っ
た
と
い

う

 

（66）

。
そ
し
て
、「
動
員
先
を
業
種
別
に
見
る
と
運
輸
、
通
信
業

に
か
な
り
重
点
が
お
か
れ
、
そ
の
範
囲
は
省
線
（
国
鉄
）、
私
鉄

の
主
要
駅
、
小
荷
物
の
運
送
方
面
、
さ
ら
に
特
定
郵
便
局
な
ど
に

及
」 

（67）

ん
だ
。
立
教
中
学
校
で
は
、
三
年
生
の
動
員
が
ま
だ
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
二
年
生
で
は
な
く
三
年
生
が
対
象
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
通
運
の
汐
留
駅
に
動
員
さ
れ

た
三
年
二
組
は
、
駅
着
貨
物
の
発
送
に
あ
た
っ
た
の
で
、
全
体
的

な
傾
向
の
一
部
を
な
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
齊
藤
の
研

究
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
の
中
等
学
校
の
学
徒
勤
労
動
員
の
特
色
の

一
つ
に
、「
東
京
都
内
の
中
等
学
校
は
原
則
と
し
て
都
内
の
工

場
・
事
業
場
に
動
員
さ
れ
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

 

（68）

、

立
教
中
学
校
三
年
四
組
が
動
員
さ
れ
た
事
業
所
は
、
中
央
工
業
の

埼
玉
県
新
倉
町
（
現
在
、
和
光
市
）
に
あ
る
工
場
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
に
は
、
東
京
に
近
接
す
る
埼
玉
県
に
も
動
員
先
は
及
ん
だ

と
考
え
ら
れ
る

 

（69）

。

一
一
月
の
動
員
は
、「
学
徒
勤
労
ノ
徹
底
強
化
」
の
一
環
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
学
徒
動
員
が
必
ず
し
も
「
戦
力
ノ
飛

躍
的
増
強
」
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
状
況
も
生
じ
て

き
て
い
た
。
伊
藤
は
、
立
教
中
学
校
の
動
員
に
お
い
て
、
事
業
所

に
お
い
て
生
徒
が
割
り
当
て
ら
れ
た
作
業
が
「
学
徒
の
期
待
を
裏

切
」
る
も
の
が
多
々
あ
っ
た
と
し
て
い
る

 

（70）

。
す
な
わ
ち
、
鐘
ヶ

淵
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
は
、
当
初
は
生
徒
達
や
工
場
長
の
家
族
が
入
る

私
的
な
防
空
壕
作
り
に
当
て
ら
れ
た
り
、
中
央
工
業
で
は
一
ヶ
月

経
っ
て
も
、
巡
視
し
た
教
員
が
、
生
徒
の
す
る
べ
き
作
業
は
な
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く
、
何
の
た
め
の
学
徒
動
員
な
の
か
と
嘆
い
た
り
し
た
こ
と
を
記

述
し
て
い
る

 

（71）

。
こ
う
し
た
状
況
は
、
立
教
中
学
校
だ
け
で
な

く
、
他
の
学
校
で
も
生
じ
て
い
た
。
一
九
四
五
年
一
月
に
中
島
飛

行
機
伊
勢
崎
工
場
へ
と
動
員
さ
れ
た
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
一

年
生
の
状
況
も
似
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
工
場
で
は

「
人
員
過
剰
・
資
材
不
足
に
よ
っ
て
充
分
な
仕
事
は
な
く
、
暇
を

も
て
あ
ま
す
よ
う
な
状
況
」
で
、「
国
の
た
め
に
働
く
こ
と
も
、

学
問
に
打
ち
込
む
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
学
徒
は
満

た
さ
れ
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る

 

（72）

。
こ
う
し
た
事

態
は
、
戦
局
の
悪
化
に
よ
り
、
輸
送
力
が
減
退
し
、
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
物
質
供
給
が
途
絶
す
る
な
ど
で
、
工
場
に
十
分
な
資
材
が

供
給
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

で
は
、
動
員
さ
れ
な
か
っ
た
中
学
校
で
の
教
育
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
四
四
年
一
一
月
か
ら
、
東

京
で
は
ア
メ
リ
カ
軍
機
が
飛
来
し
て
、
空
襲
警
報
が
頻
繁
に
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
立
教
中
学
校
で
は
、
一
一
月
一
日
に

授
業
中
に
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
て
地
階
に
避
難
し
た
こ
と
を
皮

切
り
に
、
警
戒
警
報
が
出
さ
れ
る
と
防
空
要
員
を
残
し
て
一
般
生

徒
は
帰
宅
さ
せ
た

 

（73）

。
一
一
月
下
旬
に
東
京
で
の
空
襲
が
始
ま
る

と
、「
今
後
、
警
報
ノ
解
除
ガ
午
前
零
時
ヲ
過
グ
ル
場
合
ハ
、
授

業
開
始
ヲ
一
時
間
繰
下
グ
ル
コ
ト
ト
決
定
」（
12
╱
12
）
し
た
。

こ
の
た
め
、
伊
藤
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
時
間
割
通
り
に
授
業
が
で

き
た
日
は
、
一
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
四
ヶ
月
間
に
二
八
日
に
過

ぎ
な
く
、
そ
の
日
で
す
ら
欠
席
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
と

い
う

 

（74）

。
と
は
い
え
、
通
年
動
員
さ
れ
て
い
な
い
一
年
生
と
二
年

生
に
対
し
て
は
、
一
二
月
一
一
日
よ
り
四
日
間
で
「
第
二
学
期
考

査
」
が
施
行
さ
れ
た

 

（75）

。
そ
し
て
、
第
三
学
期
に
お
い
て
も
、

一
・
二
年
生
に
は
、
三
月
五
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
る
「
第
三
学

期
考
査
」
が
実
施
さ
れ
た

 

（76）

。
通
年
動
員
さ
れ
た
三
年
生
以
上
は

定
期
考
査
を
行
え
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
が
、
学
校
に
残
り
授
業

が
実
施
さ
れ
て
い
た
学
年
に
対
し
て
は
、
教
科
に
つ
い
て
の
定
期

考
査
が
行
わ
れ
て
、
成
績
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

 

（77）

。

（
三
）
進
学
と
入
学

一　
上
級
学
校
へ
の
進
学

通
年
動
員
で
教
科
の
授
業
が
大
幅
に
縮
小
す
る
と
、
中
学
校
卒

業
後
の
上
級
学
校
へ
の
選
抜
方
法
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
が
、
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
や
保
護
者
の
大
き
な
関
心
を

集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
学
試
験
で
学
力
試
験
が
実
施
さ
れ
る

と
す
れ
ば
、
勤
労
作
業
に
よ
り
勉
強
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
な
か

で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
不
安
が
生
じ
て

き
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
文
部
省
は
五
月
に
方
針
を
決
定
し
、
そ
れ
は

東
京
都
に
お
い
て
は
、
五
月
二
〇
日
に
教
育
局
長
か
ら
「
明
年
度

高
等
諸
学
校
入
学
者
選
抜
方
針
ニ
関
ス
ル
件
」 

（78）

と
し
て
各
中
等
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学
校
長
に
通
達
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
勤
労
動
員
に
よ
り
中
等
学

校
の
生
徒
が
「
所
定
ノ
学
科
課
程
ヲ
全
面
的
ニ
履
修
ス
ル
コ
ト
ノ

困
難
ト
成
タ
ル
事
情
ヲ
考
慮
シ
」
て
、
翌
年
の
官
立
の
高
等
学
校

及
び
専
門
学
校
の
選
抜
方
針
を
決
定
し
た
の
で
、
学
徒
に
徹
底
し

て
「
安
ン
ジ
テ
勤
労
ニ
従
事
ス
ル
」
よ
う
に
求
め
て
い
た
。

具
体
的
に
は
、「
選
抜
方
針
」
と
し
て
七
項
目
を
挙
げ
、
そ
の

内
容
は
、
選
抜
は
二
段
階
に
分
け
て
実
施
す
る
こ
と
、
第
一
次
は

出
身
中
等
学
校
の
調
査
書
で
定
員
の
約
二
倍
ま
で
選
抜
し
、
第
二

次
は
そ
の
選
抜
者
に
身
体
検
査
と
口
頭
試
問
及
び
筆
答
試
問
を
行

う
、
口
頭
試
問
は
人
物
、
向
上
心
、
研
究
心
の
厚
薄
を
は
か
る
よ

う
に
し
、
筆
答
試
問
は
学
力
の
程
度
を
考
査
す
る
意
味
で
は
な

く
、
高
等
専
門
教
育
を
受
け
る
に
た
る
素
質
、
能
力
の
有
無
を
察

知
せ
ん
が
た
め
に
行
う
も
の
で
、
問
題
は
文
部
省
に
お
い
て
作
成

し
、
勤
労
に
従
事
す
る
こ
と
の
長
短
が
、
試
問
の
結
果
に
影
響
を

来
さ
な
い
よ
う
に
特
に
考
慮
す
る
こ
と
、
調
査
書
に
は
人
物
、
学

業
、
身
体
に
関
す
る
調
査
の
ほ
か
動
員
中
の
成
績
を
も
併
せ
て
記

載
す
る
こ
と
、
五
年
生
と
四
年
生
で
差
別
的
取
扱
を
し
な
い
、
志

願
者
は
な
る
べ
く
最
寄
り
の
学
校
を
選
ん
で
志
願
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
通
達
は
、
立
教
中
学
校
で
は
、
六
月
二
四
日
に
開

催
し
た
保
護
者
会
に
お
い
て
、
五
年
生
の
保
護
者
に
対
し
て
、
校

長
か
ら
「
授
業
及
上
級
学
校
入
学
ニ
関
ス
ル
措
置
ニ
就
テ
説
明
」

（
6
╱
24
）
さ
れ
た
。
保
護
者
も
、
こ
れ
を
受
け
て
「
上
級
学
校

進
学
ニ
就
テ
内
申
推
薦
ノ
件
」（
6
╱
24
）
を
質
問
し
て
い
る
。

第
一
次
選
抜
の
調
査
書
が
ど
う
な
る
の
か
、
明
確
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
七
月
五
日
に
は
、
立
教
中
学
校
か
ら
東

京
都
教
育
長
宛
に
、
四
年
生
と
五
年
生
の
進
路
希
望
状
況
の
調
査

報
告
が
提
出
さ
れ
た

 

（79）

。
そ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
四
年
生
二
三

四
人
、
五
年
生
一
五
九
人
の
う
ち
、
一
番
多
い
の
は
専
門
学
校

（
一
四
二
名
）
で
、
次
い
で
大
学
予
科
（
六
四
名
）、
陸
海
軍
学
校

（
四
六
名
）、
高
等
学
校
（
二
九
名
）、
未
定
（
六
三
名
）、
就
職
希

望
は
一
名
な
ど
で
あ
っ
た

 

（80）

。
こ
の
書
類
は
形
式
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
お
そ
ら
く
調
査
は
立
教
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
進
学
希
望
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な
選
抜

方
法
に
つ
い
て
文
部
省
で
検
討
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

九
月
に
は
、
東
京
都
教
育
局
長
か
ら
「
高
等
諸
学
校
入
学
者
選

抜
ニ
関
ス
ル
件
」 

（81）

が
各
学
校
長
宛
て
に
通
達
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
は
、
中
等
学
校
長
か
ら
提
出
す
る
調
査
書
に
つ
い
て
は
、
適
切

か
つ
周
到
な
方
途
を
講
じ
て
公
正
な
作
成
を
す
る
よ
う
職
員
を
統

督
す
る
こ
と
、
ま
た
調
査
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
文
部
省
で
決
定

の
上
、
指
示
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
〇
月
に
は
、
文
部
省
で
「
昭
和
二
十
年
度
高
等
専
門
学
校
等

入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」
が
作
成
さ
れ
て
、
各
所
に
伝
達
さ
れ

た
 

（82）

。
こ
の
「
実
施
要
項
」
は
、
五
月
に
出
さ
れ
た
選
抜
方
針
を

再
度
掲
げ
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
日
程
な
ど
を
定
め
て
い
た
。

日
程
で
は
、
試
験
期
間
を
三
期
に
分
け
る
と
の
方
針
の
も
と
、
第
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一
期
は
出
願
が
一
二
月
一
五
日
か
ら
二
四
日
で
第
一
次
選
考
の
発

表
が
翌
年
一
月
一
一
日
、
第
二
次
選
考
は
一
月
二
三
日
か
ら
二
六

日
に
か
け
て
実
施
し
三
一
日
に
は
合
格
発
表
を
す
る
こ
と
に
、
第

二
期
は
出
願
が
一
月
一
〇
日
か
ら
二
〇
日
で
第
一
次
選
考
の
発
表

が
二
月
九
日
、
第
二
次
選
考
は
二
月
二
一
日
か
ら
二
四
日
に
か
け

て
実
施
し
三
月
一
日
に
合
格
発
表
を
す
る
こ
と
に
、
第
三
期
は
出

願
が
二
月
八
日
か
ら
二
〇
日
で
第
一
次
選
考
の
発
表
が
三
月
一
一

日
、
第
二
次
選
考
は
三
月
二
三
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
実
施
し

三
月
三
一
日
に
合
格
発
表
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
第
一
期

は
官
公
私
立
高
等
学
校
や
高
等
師
範
学
校
・
女
子
高
等
師
範
学
校

が
、
第
二
期
は
官
立
専
門
学
校
・
師
範
学
校
な
ど
が
、
第
三
期
は

臨
時
教
員
養
成
所
が
実
施
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
官
公
私
立
の
大

学
予
科
は
、
第
一
期
ま
た
は
第
二
期
の
う
ち
か
ら
各
学
校
の
希
望

す
る
期
間
に
実
施
す
る
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
選
抜
期
間
を

三
期
に
分
け
た
の
は
、
受
験
生
の
移
動
を
一
定
期
間
に
制
限
す
る

た
め
で
あ
り
、
第
一
次
選
考
で
入
学
者
の
二
倍
の
受
験
生
に
書
類

審
査
で
絞
っ
て
、
第
二
次
選
考
に
お
い
て
初
め
て
生
徒
が
受
験
校

に
赴
く
方
法
を
と
っ
た
の
は
、
移
動
数
を
減
少
さ
せ
る
た
め
で

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
受
験
生
の
学
徒
勤
労
に
当
て

る
時
間
を
な
る
べ
く
減
ら
さ
ず
、
減
退
し
つ
つ
あ
っ
た
輸
送
力
へ

の
負
担
を
さ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た

 

（83）

。

ま
た
、
こ
の
「
実
施
要
項
」
で
、
調
査
書
・
学
級
成
績
一
覧

表
・
志
願
者
名
票
（
ま
た
は
入
学
願
書
）・
進
学
状
況
報
告
書
な

ど
の
書
類
の
様
式
も
提
示
さ
れ
た
。
特
に
、
調
査
書
の
様
式
に
お

い
て
は
、
教
科
だ
け
で
な
く
修
練
と
勤
労
動
員
作
業
成
績
が
大
き

な
位
置
を
占
め
、「
性
格
」「
才
能
」
の
「
概
評
」
欄
や
「
修
練
ニ

関
ス
ル
特
技
」「
貴
学
志
願
ノ
地
域
的
関
係
」
と
い
っ
た
欄
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
調
査
書
記
入
上
ノ
注
意
」
に
は
、

具
体
的
な
記
入
例
も
書
か
れ
て
い
た
。「
地
域
的
関
係
」
の
欄
が

設
け
ら
れ
た
の
は
、「
成
る
可
く
最
寄
の
学
校
を
選
定
す
る
」
た

め
で
、
特
別
の
理
由
な
く
遠
方
の
学
校
に
志
願
し
て
「
輸
送
の
見

地
か
ら
も
学
徒
動
員
の
出
動
関
係
か
ら
も
不
自
然
の
隘
路
を
作
り

出
す
が
如
き
結
果
を
厳
に
戒
む
」
た
め
で
あ
っ
た

 

（84）

。
調
査
書
な

ど
の
出
願
書
類
は
、
中
等
学
校
を
単
位
に
し
て
、
校
長
が
一
括
し

て
期
間
中
に
当
該
学
校
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
出
願
者
自
身
に
よ
る
随
意
出
願
と
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

も
「
考
査
に
要
す
る
通
信
等
を
も
出
来
る
丈
簡
素
に
す
る
必

要
」 

（85）

か
ら
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
一
二
月
一
六
日
に
は
東
京
都
教
育
局
総
務
課
視
学
係
か

ら
「
昭
和
二
十
年
度
高
等
専
門
学
校
等
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
ニ

関
ス
ル
件
」 

（86）

が
各
学
校
に
通
達
さ
れ
、
実
施
要
項
の
補
足
が
な

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、「
一
旦
合
格
決
定
セ
ル
後
自
発
的
ニ
合
格
取

消
ノ
申
出
ヲ
ナ
シ
タ
ル
場
合
ト
雖
モ
他
校
ノ
第
二
次
選
抜
試
験
ヲ

受
験
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
」「
一
旦
合
格
決
定
セ
ル
際
ニ
ハ
次
期

ノ
志
願
学
校
及
出
身
中
等
学
校
ニ
対
シ
至
急
志
願
取
消
ヲ
申
出
ズ

ル
様
出
身
中
等
学
校
ニ
於
テ
指
導
ス
ル
コ
ト
」
と
い
う
志
願
取
消



− 20 −

に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、

「
昭
和
十
九
年
度
卒
業
者
ニ
於
ケ
ル
中
等
学
校
学
徒
ノ
取
扱
ニ
関

ス
ル
件
」 

（87）

も
通
達
さ
れ
て
、
上
級
学
校
へ
の
志
願
は
本
人
の
素

質
と
居
住
の
地
域
に
応
じ
て
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
、
第
二
次
選

考
を
受
け
る
者
は
、
そ
の
期
間
は
欠
勤
と
し
て
扱
う
、
ま
た
そ
の

日
以
外
は
生
産
に
専
念
さ
せ
る
よ
う
指
導
す
る
、
そ
し
て
、
卒
業

式
は
三
月
二
七
日
以
後
に
行
い
、
卒
業
式
直
前
ま
で
勤
労
を
継
続

さ
せ
る
こ
と
、
が
指
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
四
五
年
入
学
の
選
抜
は
、
通
年
動
員
と
そ

の
後
の
強
化
に
よ
っ
て
教
科
指
導
が
で
き
な
く
な
り
、「
従
来
の

如
き
教
育
上
の
観
点
か
ら
し
て
入
学
考
査
を
行
ふ
こ
と
も
亦
不
可

能
と
な
っ
た
」
こ
と
や
「
動
員
学
徒
が
安
ん
じ
て
勤
労
に
専
念
」

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
修
練
や
動
員
作
業
の
成
績
を
重
視

し
た
調
査
書
や
口
頭
試
問
を
重
視
す
る
内
容
と
な
り
、
ま
た
移
動

制
限
の
観
点
か
ら
選
抜
施
行
期
を
三
期
に
限
定
す
る
と
い
う
「
画

期
的
な
試
験
統
制
」
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る

 

（88）

。こ
の
間
、
立
教
中
学
校
の
上
級
学
校
へ
の
進
学
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
同
じ
学
院
の
立
教
大
学
予
科
や
立
教
理
科
専
門
学
校
か
ら
の

無
試
験
入
学
の
連
絡
が
来
て
い
る
。
予
科
か
ら
は
募
集
人
員
八
〇

名
の
内
二
割
の
一
六
名

 

（89）

、
理
科
専
門
学
校
か
ら
は
各
科
一
〇
名

の
合
計
四
〇
名
が
提
示
さ
れ
た

 

（90）

。

ま
た
、
選
抜
実
施
要
項
に
伴
う
諸
連
絡
は
『
教
務
日
誌
』
の
記

事
か
ら
、
学
校
隣
組
を
通
し
て
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
一
月

一
五
日
に
「
花
房
午
後
一
時
ヨ
リ
都
立
九
段
中
ニ
於
ケ
ル
上
級
学

校
進
学
ノ
件
ニ
関
ス
ル
会
合
ニ
出
席
」（
11
╱
15
）、
二
一
日
に

「
花
房
・
山
本
・
小
木
二
氏
、
上
級
学
校
進
学
ノ
件
ニ
関
シ
、
都

立
九
中
ニ
於
ケ
ル
学
校
隣
組
常
会
ニ
出
席
」
と
あ
る
。
そ
の
う
え

で
、
二
八
日
に
「
午
後
一
時
ヨ
リ
四
年
一
・
二
組
、
父
兄
保
証
人

会
。
上
級
学
校
進
学
ニ
就
テ
学
校
長
ノ
説
明
ア
リ
。
右
終
ツ
テ
懇

談
。
来
会
者
約
五
十
名
」
と
あ
り
、『
教
務
日
誌
』
に
は
記
事
は

な
い
が
、
お
そ
ら
く
他
の
組
の
保
護
者
会
で
も
、
同
様
の
説
明
が

な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、『
教
務
日
誌
』
に
は
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
に
関
す

る
記
事
は
な
い
。
東
京
高
等
師
範
学
校
か
ら
校
長
宛
に
、
調
査
書

を
受
領
し
た
と
の
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り

 

（91）

、
お
そ
ら
く
調
査
書

は
、
要
項
ど
お
り
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
は
書
類
も

残
っ
て
い
な
い
。
上
級
学
校
に
進
学
し
た
と
思
わ
れ
る
人
数
は
、

一
九
四
五
年
三
月
の
報
告
で
は
一
七
六
名
（
そ
の
内
訳
は
明
確
で

は
な
い
）
で
あ
る
が

 

（92）

、
一
九
四
五
年
一
一
月
二
〇
日
の
段
階
で

の
報
告
に
よ
れ
ば
前
年
度
の
卒
業
生
は
、
高
等
学
校
及
び
大
学
予

科
へ
八
五
名
、
官
公
立
専
門
学
校
に
三
一
名
、
私
立
専
門
学
校
に

一
六
三
名
、
陸
海
軍
諸
学
校
に
三
名
の
合
計
二
八
二
名
が
進
学
し

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る

 

（93）

。
一
〇
六
名
と
い
う
か
な
り
の
差
が
あ

る
が
、
そ
の
理
由
は
明
確
で
は
な
い
。
卒
業
式
は
、
指
示
通
り
、

三
月
二
七
日
に
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
次
項
で
取
り
上
げ
る
よ
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う
に
、
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
者
も
、
六
月
ま
で
は
そ
れ
ま
で
の

作
業
場
に
お
い
て
学
徒
勤
労
に
従
事
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
た
だ
し
、
立
教
中
学
校
に
お
い
て
は
、『
教
務
日
誌
』
や
他

の
書
類
な
ど
か
ら
は
、
上
級
学
校
進
学
者
の
勤
労
継
続
に
つ
い
て

は
言
及
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
作
業
場
に
残
っ
て
い
た
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
継
続
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

二　
附
設
課
程
の
設
置
と
勤
労
動
員
の
継
続

一
九
四
四
年
一
二
月
一
日
、
政
府
は
「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者

ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
」 

（94）

を
閣
議
決
定
し
た
。

そ
れ
は
、
一
二
月
一
四
日
に
、
東
京
都
教
育
局
長
か
ら
「
新
規
中

等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
ノ
件
」 

（95）

と
し
て
各
学
校
に
通
牒
さ
れ
た
。
こ
の
措
置
要
綱
で
は
、「
明
年

三
月
中
等
学
校
ヲ
卒
業
ス
ベ
キ
者
ノ
内
特
別
ノ
事
情
ア
ル
者
ヲ
除

キ
卒
業
後
モ
学
徒
タ
ル
身
分
ヲ
保
有
シ
テ
引
続
キ
勤
労
ヲ
継
続
セ

シ
ム
ル
コ
ト
」
で
、「
生
産
現
場
ニ
於
ケ
ル
能
率
ノ
一
時
的
低
下

ヲ
防
止
」
す
る
と
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
上
級
学
校
や
陸
海

軍
学
校
入
学
者
以
外
の
卒
業
生
を
「
中
等
学
校
ノ
附
設
課
程
ニ
進

学
」
さ
せ
て
、「
引
続
キ
学
徒
ノ
儘
工
場
事
業
場
ニ
於
テ
勤
労
ヲ

継
続
セ
シ
ム
ル
如
ク
措
置
」
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
上
級
学
校
へ

進
学
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年
六
月
ま
で
は
、「
上
級

学
校
進
学
ノ
儘
現
在
ノ
作
業
地
ニ
於
テ
学
徒
勤
労
ヲ
為
サ
シ
メ
得

ル
モ
ノ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
直
後
と
思
わ
れ
る
時
期
に
、「
中
等
学
校
卒
業

者
等
ノ
就
職
指
導
並
職
業
紹
介
ニ
関
ス
ル
件
」 

（96）

が
通
牒
さ
れ
、

卒
業
予
定
者
は
進
ん
で
附
設
課
程
に
進
学
す
る
様
指
導
す
る
こ

と
、
就
職
に
関
し
て
は
、
男
子
は
事
務
要
員
と
し
て
は
一
切
就
職

さ
せ
な
い
こ
と
、
就
職
適
格
者
名
簿
を
一
九
四
五
年
一
月
一
五
日

ま
で
に
作
成
し
て
、
国
民
勤
労
動
員
署
長
に
通
報
す
る
こ
と
、
そ

の
場
合
、
中
学
校
は
卒
業
者
の
四
・
三
％
の
範
囲
で
名
簿
を
作
成

す
る
こ
と
、
が
指
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
卒
業
な
ど
に
伴
う
生

徒
の
移
動
を
な
る
べ
く
留
め
、
学
徒
が
動
員
さ
れ
た
生
産
現
場
の

状
況
を
大
き
く
変
化
さ
せ
な
い
で
、
生
産
な
ど
を
維
持
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
っ
た
。

附
設
課
程
に
関
す
る
東
京
都
の
指
示
は
、
一
九
四
五
年
三
月
に

な
る
と
活
発
に
な
る
。
ま
ず
、
三
月
一
〇
日
に
、「
中
等
学
校
卒

業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
伴
フ
附
設
課
程
進
学
者
見
込
数
ノ
報
告

ニ
関
ス
ル
件
」 

（97）

が
各
学
校
に
通
達
さ
れ
て
、
三
月
二
五
日
ま
で

に
附
設
課
程
進
学
者
の
見
込
数
を
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
三
月
一
三
日
に
は
、「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ

勤
労
動
員
継
続
ニ
伴
フ
附
設
課
程
ニ
関
ス
ル
件
」 

（98）

に
よ
り
、「
新

規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
伴
フ
附
設
課
程
設
置
ニ

関
ス
ル
措
置
要
綱
」
お
よ
び
「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動

員
継
続
ニ
伴
フ
附
設
課
程
進
学
者
ノ
報
償
等
ニ
関
ス
ル
要
綱
」
が

通
達
さ
れ
た
。
設
置
に
関
す
る
措
置
要
綱
に
お
い
て
は
、
方
針
で

「
平
素
ノ
教
養
ト
独
自
ノ
組
織
力
並
ニ
修
得
セ
ル
技
能
ヲ
活
用
シ
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愈
々
勤
労
ノ
成
果
ヲ
発
揚
」
さ
せ
る
こ
と
、「
中
等
学
校
学
徒
ノ

模
範
」
と
な
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
要
領
で
は
、
工
業
学
校

や
農
業
学
校
、
各
種
学
校
に
は
設
置
し
な
い
、
附
設
課
程
の
一
学

級
の
生
徒
数
は
お
お
よ
そ
五
〇
名
と
し
、
校
舎
は
新
設
し
な
い
、

入
学
考
査
料
と
入
学
料
は
徴
収
し
な
い
、
な
る
べ
く
下
級
生
の
勤

労
指
導
者
の
地
位
に
つ
け
る
こ
と
、
余
暇
を
活
用
し
教
育
訓
練
の

実
施
に
努
め
、
軍
事
教
練
、
実
業
科
、
理
数
科
、
軍
事
科
学
の
指

導
を
行
う
、
と
さ
れ
た
。
報
償
等
に
関
す
る
要
綱
で
は
、
基
本
報

償
月
額
基
準
額
は
専
門
学
校
学
徒
の
も
の
に
依
る
こ
と
、
特
別
報

償
の
ほ
か
に
、
附
設
課
程
特
別
報
償
を
月
額
一
〇
円
支
給
す
る
こ

と
、
報
償
金
か
ら
授
業
料
そ
の
他
教
育
上
徴
収
す
べ
き
経
費
（
な

お
学
校
報
国
団
特
別
会
計
繰
入
金
は
含
ま
な
い
）
を
控
除
し
、
そ

の
残
額
は
全
部
、
出
勤
学
徒
に
交
付
す
る
こ
と
、
と
な
っ
て
い

た
。
在
学
生
よ
り
も
、
よ
り
手
厚
い
報
償
が
出
さ
れ
、
報
国
団
特

別
会
計
で
も
扱
い
が
異
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
な
る
べ
く
労
働
移
動
を
避
け
る
よ
う
な
措
置
が

取
ら
れ
る
な
か
で
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
者
に
対
し
て
も
、
同
様

に
移
動
を
な
る
べ
く
抑
え
る
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
二
三
日
に
、
東
京
都
は
「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動

員
継
続
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
ニ
伴
フ
上
級
学
校
入
学
者
ノ
取
扱
ニ

関
ス
ル
件
」 

（99）

を
各
学
校
に
通
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
三
月
一
三

日
に
文
部
省
国
民
教
育
局
長
・
専
門
教
育
局
長
の
発
し
た
通
達

 

（100）

を
伝
達
し
た
も
の
で
、
上
級
学
校
進
学
者
で
四
月
に
始
業
と
指
定

さ
れ
た
学
校
へ
の
進
学
者
を
除
く
者
は
、
六
月
ま
で
は
上
級
学
校

に
進
学
の
ま
ま
現
在
の
作
業
地
で
勤
労
を
継
続
さ
せ
る
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
中
等
学
校
に
お
い
て
勤
労
継
続
す
る

者
の
取
り
扱
い
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。
監
督
お
よ
び
教

育
訓
練
は
中
等
学
校
長
が
行
い
、
附
設
課
と
同
一
の
報
国
隊
員
と

し
て
取
扱
い
、
教
育
訓
練
も
同
様
に
行
う
こ
と
、
報
国
団
費
も
同

額
を
徴
収
す
る
が
、
附
設
課
と
同
じ
く
報
国
団
特
別
会
計
繰
入
金

及
び
後
援
会
費
な
ど
は
徴
収
し
な
い
こ
と
、
成
績
評
定
は
附
設
課

と
同
等
に
す
る
、
そ
の
結
果
を
七
月
以
降
上
級
学
校
に
報
告
す

る
、
勤
労
怠
慢
の
場
合
に
は
入
学
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
も
あ

る
、
報
償
は
高
等
専
門
学
校
の
算
定
基
準
と
す
る
、
授
業
料
は
上

級
学
校
に
納
付
す
る
が
、
上
級
学
校
は
一
人
月
三
円
の
訓
育
委
託

費
を
出
身
中
学
校
に
支
払
う
、
こ
れ
ら
の
支
払
い
は
七
月
中
に
東

京
都
に
一
括
送
付
す
る
、
預
金
は
引
き
続
き
中
等
学
校
が
保
管
し
、

六
月
末
の
退
所
の
際
に
本
人
に
交
付
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
指
示
に
対
し
て
、
立
教
中
学
校
で
は
、
三
月
二
五
日

に
東
京
都
に
人
数
を
報
告
し
て
い
る

 

（101）

。
そ
こ
で
は
、
卒
業
見
込

三
七
二
名
、
附
設
課
程
進
学
見
込
一
八
八
名
、
上
級
学
校
進
学
見

込
一
七
六
名
、
就
職
五
五
名
で
あ
っ
た
。
卒
業
式
は
三
月
二
七
日

に
行
わ
れ
、
中
等
学
校
令
に
基
づ
き
、
修
学
年
限
が
一
年
間
短
縮

さ
れ
た
た
め
、
四
年
生
と
五
年
生
が
同
時
に
卒
業
し
た
。
附
設
課

程
の
入
学
式
は
、
四
月
五
日
に
行
わ
れ
た
。『
教
務
日
誌
』
に

は
「
午
前
九
時
、
附
設
課
入
学
式
。
学
校
長
ヨ
リ
訓
辞
ア
リ
」
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（
4
╱
5
）
と
あ
り
、
四
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
新
一
年
生
の
入

学
式
と
は
別
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
附
設
課
の
生
徒
の
人
数

が
判
然
と
し
な
い
。
三
月
二
五
日
の
見
込
で
は
、
一
八
八
名
と

あ
っ
た
が
、『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
で
は
二
五
名
と
さ
れ

て
い
る
。
前
述
の
一
一
月
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
三
月
の
見
込
み
と

の
差
は
一
〇
六
名
な
の
で
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
八
二
名
の
は

ず
で
あ
る
。

附
設
課
は
、
甲
と
乙
に
分
け
ら
れ
て
、
甲
が
旧
五
年
生
、
乙
が

四
年
生
で
あ
っ
た
。
甲
は
大
同
製
鋼
（
向
島
区
）、
乙
は
被
服
廠

（
埼
玉
県
朝
霞
町
）
に
動
員
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る

 

（102）

。
も
っ

と
も
、
こ
の
記
録
は
、
八
月
一
五
日
段
階
の
も
の
で
あ
り
、
四
月

か
ら
空
襲
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。
旧
五
年
生
に
つ
い
て
は
、
陸
軍
造
兵
廠
に
動
員
さ
れ
て
い

た
が
、
大
同
製
鋼
へ
と
動
員
先
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
が
『
教
務

日
誌
』
で
確
認
で
き
る
。
六
月
二
五
日
に
「
一
、
造
兵
廠
退
廠
式

（
五
年
附
設
課
）
午
前
十
一
時
ヨ
リ
開
催
」（
6
╱
25
）
と
あ
り
、

六
月
二
八
日
に
「
一
、
小
木
・
野
﨑
両
氏
、
大
同
製
鋼
ニ
出
張
。

（
附
設
課
入
所
式
。）」（
6
╱
28
）
と
な
っ
て
い
る
。
旧
四
年
生
の

乙
が
被
服
廠
へ
と
動
員
さ
れ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

三　
中
学
校
へ
の
入
学
者
選
抜

一
九
四
五
年
に
実
施
さ
れ
た
東
京
都
に
お
け
る
中
学
校
へ
の
入

学
者
選
抜
は
、
国
民
学
校
学
童
の
疎
開
と
勤
労
動
員
、
そ
し
て
激

し
さ
を
増
し
た
空
襲
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中

等
学
校
の
入
学
者
選
抜
は
、
一
九
四
〇
年
度
か
ら
国
民
学
校
長
に

よ
る
報
告
書
、
口
問
口
頭
に
よ
る
人
物
考
査
及
び
身
体
検
査
の
三

者
に
よ
る
「
綜
合
判
定
」
方
式
が
導
入
さ
れ
て
い
た

 

（103）

。
さ
ら

に
、
一
九
四
二
年
度
に
は
人
物
考
査
に
簡
単
な
筆
問
筆
答
が
加
味

さ
れ
る
と
と
も
に
、
翌
年
に
は
学
区
制
と
綜
合
考
査
制
が
導
入
さ

れ
た
。
こ
の
学
区
制
と
綜
合
考
査
制
と
は
、
同
一
学
区
に
あ
る
同

種
の
中
等
学
校
に
お
い
て
は
、
そ
の
入
学
志
願
者
に
対
し
て
共
通

で
考
査
を
行
い
、
定
数
だ
け
の
合
格
者
を
選
定
し
、
こ
れ
を
機
械

的
に
近
接
す
る
学
校
に
入
学
さ
せ
る
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た

 

（104）

。

文
部
省
が
一
一
月
一
五
日
に
出
し
た
「
中
等
学
校
入
学
者
選
抜

ニ
関
ス
ル
件
」 

（105）

に
お
い
て
は
、「
戦
局
ノ
推
移
、
学
童
ノ
疎
開
及

学
徒
勤
労
動
員
ノ
強
化
等
ノ
情
勢
」
に
留
意
し
て
、
国
民
学
校
に

お
け
る
進
路
指
導
を
重
視
し
、
学
区
制
と
綜
合
考
査
制
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
綜
合
考
査
制
に
つ
い
て
は
協
議
機
関
や
運
営
を
簡

素
適
正
に
し
、
入
学
者
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
通
学
距
離
を
重
視

す
る
こ
と
、
学
童
疎
開
の
児
童
及
び
動
員
学
童
に
関
す
る
報
告
書

な
ど
の
配
慮
を
指
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
空
襲
な
ど
の
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
一
二
月
末
ま
で
府
県
で
対
策
を
た
て
て
文
部
省
に

申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

 

（106）

。

こ
れ
を
う
け
て
、
東
京
都
で
は
一
二
月
二
七
日
に
、
独
自
の
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
「
中
等
学
校
入
学
者
選
抜
ニ
関
ス
ル
件
」
を
発

し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
綜
合
判
定
」
方
式
は
変
更
な
い
も
の
の
、
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臨
時
措
置
と
し
て
考
査
日
を
「
一
回
に
統
制
」
し
、「
綜
合
考
査

制
を
廃
止
し
」
て
簡
素
化
を
図
り
、
空
襲
警
報
発
令
を
考
慮
し
て

口
問
口
頭
の
程
度
を
以
て
筆
問
筆
答
に
換
え
、
問
題
は
各
学
校
が

独
自
に
作
成
す
る
こ
と
や
、
国
民
高
等
学
校
の
勤
労
作
業
記
録
や

集
団
疎
開
状
況
に
特
段
の
配
慮
を
も
と
め
る
、
従
来
の
四
学
区
制

を
七
学
区
制
に
し
て
国
民
学
校
の
属
す
る
学
区
内
の
学
校
を
志
願

す
る
、
願
書
と
報
告
書
は
二
月
二
〇
日
か
ら
三
月
六
日
ま
で
に
提

出
、
報
告
書
中
学
級
一
覧
表
に
つ
い
て
は
疎
開
関
係
を
考
慮
し
て

最
終
学
年
第
一
学
期
成
績
に
よ
っ
て
作
成
す
る
、
三
月
二
〇
日
に

考
査
開
始
、
二
四
日
ま
で
に
結
果
発
表
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

 

（107）

。

こ
れ
に
対
し
て
、
立
教
中
学
校
で
は
、
一
〇
月
二
五
日
に
「
学

校
長
、
都
立
三
高
女
へ
（
来
年
度
、
入
試
ノ
件
）」（
10
╱
25
）、

一
二
月
一
八
日
に
「
学
校
長
、
来
春
ノ
中
等
学
校
入
学
考
査
打
合

ノ
為
、
東
京
都
庁
ニ
出
張
」（
12
╱
18
）
し
た
。
一
九
四
五
年
一

月
一
三
日
に
は
「
花
房
午
前
九
時
ヨ
リ
九
段
中
学
ニ
於
ケ
ル
昭

和
二
十
年
度
中
等
学
校
入
学
考
査
ニ
関
ス
ル
校
長
会
ニ
出
席
」

（
1
╱
13
）
し
た
。
都
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
、
学
内
で
は
一
月

八
日
に
「
定
例
職
員
会
及
学
年
主
任
会
（
入
学
考
査
ニ
関
シ
）」

（
1
╱
8
）
が
行
わ
れ
、
一
八
日
に
は
「
放
課
後
、
新
入
学
考
査

委
員
会
」（
1
╱
18
）
が
開
催
さ
れ
た
。
二
月
一
五
日
に
は
頻
発

す
る
防
空
警
報
へ
の
対
応
な
ど
を
指
示
し
た
通
牒
が
出
さ
れ

 

（108）

、

二
三
日
に
は
「
花
房
、
都
立
九
段
中
ニ
於
ケ
ル
教
務
主
任
会
ニ
出

張
。（
入
学
考
査
ノ
件
ニ
就
テ
）」（
2
╱
23
）
し
た
。

三
月
一
〇
日
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
多
数
の
国
民
学
校
・
中
等

学
校
が
罹
災
し
、
願
書
な
ど
の
入
学
関
係
書
類
が
消
失
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
都
で
は
一
五
日
に
「
臨
時
非
常
措
置
」
を
通
達

し
、
考
査
方
法
を
変
更
し
た

 

（109）

。
す
な
わ
ち
、
応
募
者
が
募
集
人

員
以
下
の
場
合
に
は
、
考
査
を
省
い
て
全
員
合
格
、
応
募
者
が
超

え
た
場
合
に
は
報
告
書
の
み
の
審
査
で
合
否
を
決
定
し
、
報
告
書

を
焼
失
し
た
中
等
学
校
で
は
再
提
出
を
要
求
し
な
い
で
抽
選
で
合

否
を
決
定
で
き
る
、
三
月
二
二
日
ま
で
に
合
格
発
表
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た

 

（110）

。

東
京
都
教
育
局
で
は
、
三
月
一
七
日
の
段
階
で
、
中
等
学
校
で

報
告
書
審
査
に
よ
り
合
否
を
決
定
す
る
学
校
と
そ
の
合
格
人
数
を

把
握
し
て
お
り

 

（111）

、
中
学
校
で
一
七
校
が
該
当
し
、
立
教
中
学
校

も
入
っ
て
い
て
、
立
教
の
定
員
は
三
二
〇
名
で
あ
っ
た
。
東
京
都

で
は
、
中
等
学
校
全
体
で
は
四
四
校
が
報
告
書
審
査
を
行
い
、
そ

れ
が
全
体
の
約
一
割
で
、
こ
の
四
四
校
と
太
平
洋
中
学
、
夜
間
中

等
学
校
を
除
く
全
中
等
学
校
の
出
願
者
は
無
考
査
合
格
に
決
定
し

た
と
発
表
し
た

 

（112）

。

立
教
中
学
校
で
は
、
三
月
一
八
日
に
「
学
校
長
、
午
前
九
時
ヨ

リ
九
段
中
ニ
於
ケ
ル
入
学
考
査
打
合
会
ニ
出
張
」（
3
╱
18
）
し
、

こ
の
「
臨
時
非
常
措
置
」
の
詳
細
が
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
日
に
入
学
考
査
委
員
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
二
〇
日
に
「
午

前
九
時
ヨ
リ
入
学
考
査
委
員
会
。
入
学
者
決
定
。（
内
申
書
ノ
調

査
ニ
ヨ
リ
三
三
九
名
中
、
三
二
一
名
許
可
。）」（
3
╱
20
）
し
、
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二
二
日
に
「
午
前
八
時
、
入
学
許
可
者
発
表
」（
3
╱
22
）
を

行
っ
た

 

（113）

。
た
だ
、
五
月
二
四
日
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
志
願
者
は

三
五
九
名
で
、
入
学
許
可
は
三
二
一
名
、
入
学
を
取
り
消
し
た
者

六
名
で
、
入
学
し
た
の
は
三
一
五
名
と
あ
る

 

（114）

。
ま
た
、『
教
務

日
誌
』
に
は
、
四
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
入
学
式
に
は
、
生
徒
の

出
席
は
二
七
六
名
で
あ
っ
た
（
4
╱
10
）。

（
以
下
、
次
号
）

註（1）　

福
間
敏
矩
『
集
成　

学
徒
勤
労
動
員
』
ジ
ャ
パ
ン
総
研
、
二
〇
〇
二
年
、
四
七

九
頁
。

（2）　
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
六

年
、
二
七
三
頁
、
資
料
一
四
〇
。

（3）　

安
川
寿
之
輔
「
戦
時
教
育
体
制
と
そ
の
崩
壊
」（『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』

一
、
教
育
政
策
一
、
教
育
研
究
振
興
会
、
一
九
七
四
年
）、
逸
見
勝
亮
「
フ
ァ
シ

ズ
ム
教
育
の
崩
壊
」（『
講
座
日
本
教
育
史
』
第
四
巻
（
現
代
Ⅰ
／
現
代
Ⅱ
）、
第

一
法
規
出
版
、
一
九
八
四
年
）。

（4）　

山
本
哲
生
「
学
徒
勤
労
令
関
係
資
料
」（『
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
・
教
育

制
度
研
究
所
紀
要
』
第
九
集
、
一
九
七
八
年
）、
同
「
学
徒
勤
労
令
正
文
に
い
た

る
修
正
に
関
す
る
考
察
」（『
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
・
教
育
制
度
研
究
所
紀

要
』
第
一
〇
集
、
一
九
七
九
年
）、
同
「
学
徒
勤
労
動
員
と
昭
和
十
九
年
第
一
・

四
半
期
に
つ
い
て
」（『
日
本
大
学
教
育
制
度
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
集
、
一
九
九

〇
年
）、
同
「「
学
徒
勤
労
令
」
公
布
前
後
の
学
徒
勤
労
動
員
」（『
日
本
大
学
教
育

制
度
研
究
所
紀
要
』
第
二
五
号
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
の
一
連
の
研
究
。

（5）　

出
井
善
次
『
私
立
中
等
学
校
の
研
究
―
戦
時
下
浅
野
総
合
学
校
の
事
例
』
筑
波

書
房
、
二
〇
〇
一
年
。

（6）　

池
田
健
一
「
資
料
『
職
員
回
覧
簿
』
終
戦
末
期
の
海
城
中
学
校
」（
海
城
中

学
・
高
等
学
校
『
研
究
集
録
』
第
一
八
集
、
一
九
九
四
年
）。「
職
員
回
覧
簿
」
の

記
事
は
、
一
九
四
三
年
一
月
か
ら
四
五
年
九
月
一
一
日
ま
で
に
及
ぶ
。
記
事
は
、

不
定
期
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

（7）　

齊
藤
勉
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
の
ん
ぶ
る
舎
、
一
九
九
九
年
。

（8）　

徳
竹
剛
「
通
年
動
員
態
勢
下
に
お
け
る
学
徒
勤
労
動
員
―
東
北
帝
国
大
学
法
文

学
部
伊
勢
崎
隊
―
」（『
東
北
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）。

（9）　

伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」（『
い
し
ず

え
』
第
三
七
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）、『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
立
教
中
学

校
、
一
九
九
八
年
。
な
お
、
立
教
中
学
校
は
、
立
教
学
院
の
改
革
に
よ
り
、
二
〇

〇
〇
年
四
月
か
ら
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
に
改
編
さ
れ
た
。

（10）　

こ
れ
ら
諸
史
料
で
構
成
さ
れ
る
旧
制
立
教
中
学
校
資
料
は
、
立
教
池
袋
中
学

校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
。

（11）　

敗
戦
前
後
の
東
京
都
教
育
局
の
通
達
は
、
海
城
中
学
・
高
等
学
校
『
研
究
集

録
』
に
、
海
城
中
学
・
高
等
学
校
が
所
蔵
す
る
史
料
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
動
員
関
係
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
池
田
健
一
「『
資
料　

教
育
局
通
達

と
聯
合
軍
指
令
』
終
戦
前
後
の
中
等
学
校
」（
海
城
中
学
・
高
等
学
校
『
研
究
集

録
』
第
一
九
集
、
一
九
九
五
年
）。

（12）　

安
達
宏
昭
「
戦
時
動
員
体
制
の
形
成
と
立
教
中
学
校
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』

第
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
同
「
戦
時
動
員
体
制
と
立
教
中
学
校
」（
老
川
慶

喜
・
前
田
一
男
編
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン

マ
―
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）。

（13）　

立
教
中
学
校
生
徒
の
勤
労
動
員
の
記
録
に
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
伊
藤

俊
太
郎
『
十
五
歳
の
日
記
―
空
襲
と
勤
労
動
員
の
記
録
』（
新
生
出
版
、
二
〇
〇
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二
年
）
が
あ
る
。

（14）　
『
教
務
日
誌
』
は
、
本
稿
で
利
用
す
る
も
の
は
、
正
式
に
は
『
昭
和
十
七
年
十

一
月
一
日　

教
務
日
誌
二
』（
一
九
四
四
年
六
月
三
〇
日
ま
で
）
と
『
昭
和
十
九

年
七
月
起　

教
務
日
誌　

其
三
』（
一
九
四
四
年
七
月
一
日
か
ら
）
と
い
う
二
冊

の
簿
冊
で
あ
る
が
、
以
後
は
ま
と
め
て
『
教
務
日
誌
』
で
統
一
す
る
。

（15）　

前
掲
、
齊
藤
勉
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
四
六
～
五
二
頁
。

（16）　

同
前
書
、
五
八
～
六
五
頁
。

（17）　

同
前
書
、
六
六
～
六
八
頁
。
な
お
、
同
書
で
は
、
立
教
中
学
校
の
動
員
に
つ
い

て
、
個
別
に
記
述
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
書
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
動
員

の
状
況
や
特
徴
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
立
教
中
学
校
の
動
員
を
東
京
都
の
全
体
的

な
状
況
の
中
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

（18）　

立
教
中
学
校
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
師
団
兵
務
部
長
宛
「
学
徒
勤
労
動
員
情

況
調
報
告
」
一
九
四
四
年
七
月
一
七
日
（『
報
告
書
類　

昭
和
十
九
年
度
』
所
収
、

立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（19）　

前
掲
、
齊
藤
勉
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
八
二
～
八
三
頁
。

（20）　

前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
二
五
一
頁
、
資
料
一
三
四
、
発

国
一
九
二
号
、
一
九
四
四
年
三
月
二
四
日
、
文
部
次
官
発
各
地
方
長
官
宛
。
な

お
、
こ
の
「
要
綱
」
は
旧
制
立
教
中
学
校
資
料
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
五

月
一
五
日
通
達
教
二
収
第
三
五
七
一
号
（
註
22
）
に
は
、
四
月
七
日
に
教
二
収
二

六
〇
二
号
を
以
て
通
達
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
。

（21）　

同
前
書
、
二
五
七
頁
、
資
料
一
三
六
、
発
国
二
七
九
号
、
一
九
四
四
年
五
月
三

日
、
国
民
教
育
局
長
発
各
地
方
長
官
宛
。

（22）　
「
決
戦
非
常
措
置
要
項マ

マ

ニ
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
実
施

基
準
並
ニ
生
徒
ノ
成
績
評
定
基
準
ニ
関
ス
ル
件
」、
教
二
収
第
三
五
七
一
号
、
一

九
四
四
年
五
月
一
五
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
公
私
立
中
等
学
校
長
（
認
指

定
各
種
学
校
モ
含
ム
）
宛
（『
昭
和
十
九
年
五
月
十
五
日
以
降　

諸
通
達
綴　

第

一
巻
』（
以
下
、『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
と
略
称
）
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・

高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（23）　

前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
五
七
頁
、
資
料
二
二
、
動
総
一

一
号
、
一
九
四
四
年
五
月
三
日
、
文
部
省
総
務
局
長
・
厚
生
省
勤
労
局
長
・
軍
需

省
総
動
員
局
長
発
各
地
方
長
官
・
学
校
長
宛
。

（24）　

同
前
書
、
六
七
頁
、
資
料
二
五
、
動
発
一
七
号
、
一
九
四
四
年
五
月
一
一
日
、

文
部
省
総
務
局
長
発
各
地
方
長
官
・
学
校
長
宛
。

（25）　
「
学
徒
勤
労
動
員
実
施
要
領
並
ニ
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
受
入
側
及
学

校
側
措
置
要
綱
ニ
関
ス
ル
件
」、
教
二
収
第
三
三
九
八
号
、
一
九
四
四
年
五
月
二

〇
日
、
東
京
都
教
育
局
長
・
警
視
庁
保
安
部
長
発
各
中
等
学
校
長
・
関
係
各
種
学

校
長
・
関
係
青
年
学
校
長
宛
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。

（26）　
「
学
徒
勤
労
動
員
現
場
指
導
監
督
者
錬
成
講
習
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」、
教
二
発

第
三
七
六
号
、
一
九
四
四
年
五
月
一
四
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
関
係
中
等
学
校

長
宛
（
同
前
簿
冊
）。

（27）　
「
学
徒
勤
労
動
員
現
場
指
導
監
督
者
講
習
会
ニ
関
ス
ル
件
」、
教
二
発
第
二
七
六

号
、
一
九
四
四
年
五
月
一
六
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
中
等
学
校
長
・
各
種
学
校

長
宛
（『
官
公
往
復
文
書　

昭
和
十
九
年
度
』
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等

学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（28）　
「
工
場
、
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
受
入
側
措
置
要
綱
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
四

四
年
五
月
二
〇
日
、
北
海
道
長
官
発
厚
生
省
勤
労
局
長
宛
（
前
掲
、
近
代
日
本
教

育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
七
七
頁
）。

（29）　
「
学
徒
勤
労
ノ
報
償
ニ
関
ス
ル
件
」、
管
発
五
四
四
号
、
一
九
四
四
年
六
月
五

日
、
厚
生
省
勤
労
局
管
理
課
長
発
文
部
省
総
務
局
総
務
課
長
宛
（
前
掲
『
近
代
日

本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
七
六
頁
、
資
料
二
九
）。

（30）　

教
総
発
第
二
九
号
、
東
京
都
教
育
局
長
発
関
係
学
校
長
宛
（『
学
徒
報
償
金
ニ

関
ス
ル
文
書
』
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。
こ
の
文
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書
に
は
、
日
付
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
文
書
収
発
番
号
か
ら
教
総
発
の
二
〇
番

台
は
、
七
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
そ
の
後
七
月
に
な
さ
れ
た
立
教

中
学
校
か
ら
の
報
告
と
の
対
応
関
係
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
七
月
中
旬
に

発
せ
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（31）　

同
前
簿
冊
所
収
。

（32）　

立
教
中
学
校
校
長
帆
足
秀
三
郎
か
ら
保
証
人
宛
て
の
報
償
金
に
関
す
る
通
知
、

七
月
三
〇
日
（
同
前
簿
冊
所
収
）。

（33）　

前
掲
、
齊
藤
勉
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
六
〇
～
六
一
頁
。

（34）　

勤
労
管
理
第
六
号
、
一
九
四
四
年
七
月
二
〇
日
、
東
京
都
教
育
局
長
・
警
視
庁

勤
労
部
長
発
関
係
学
校
長
・
関
係
工
場
事
業
場
代
表
者
宛
（
前
掲
『
学
徒
報
償
金

ニ
関
ス
ル
文
書
』
所
収
）。

（35）　

東
京
都
教
育
局
総
務
課
視
学
係
「
東
京
都
中
等
学
校
隣
組
一
覧
（
案
）」（
前
掲

『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。

（36）　

特
設
学
級
に
つ
い
て
は
、『
教
務
日
誌
』
一
九
四
四
年
一
一
月
一
一
日
の
条
に

「
特
設
学
級
新
設
ニ
ツ
キ
四
・
五
年
級
該
当
者
十
一
名
引
率
、
高
橋
（
昊
）
氏
、

都
立
九
中
ニ
赴
ク
。（
該
当
者
五
年
一
一
名
、
四
年
三
名
）」
と
あ
り
、
学
校
隣
組

幹
事
校
で
あ
る
都
立
九
中
に
お
い
て
対
応
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

学
校
隣
組
が
、
そ
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（37）　
「
東
京
都
中
等
学
校
隣
組
常
会
ニ
関
ス
ル
件
」、
教
総
発
第
九
九
号
、
一
九
四
四

年
八
月
一
四
日
、
東
京
都
教
育
長
発
関
係
中
等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
官
公
往
復
文

書　

昭
和
十
九
年
度
』
所
収
）。

（38）　

前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
九
三
頁
、
資
料
四
一
、
勅
令
第

五
一
八
号
、
一
九
四
四
年
八
月
二
三
日
。

（39）　

前
掲
、
山
本
哲
生
「
学
徒
勤
労
令
関
係
資
料
」、
同
「
学
徒
勤
労
令
正
文
に
い

た
る
修
正
に
関
す
る
考
察
」。

（40）　

前
掲
、
安
達
宏
昭
「
戦
時
動
員
体
制
と
立
教
中
学
校
」
三
一
七
～
三
一
八
頁
。

（41）　

前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
九
六
頁
、
資
料
四
二
、
文
部
・

厚
生
・
軍
需
省
令
第
一
号
、
一
九
四
四
年
八
月
二
三
日
。

（42）　

同
前
書
、
一
一
九
頁
、
資
料
五
一
、
動
総
六
〇
号
、
一
九
四
四
年
九
月
一
三

日
、
文
部
次
官
発
各
地
方
長
官
等
宛
。

（43）　

同
前
書
、
一
一
一
頁
、
資
料
五
〇
、
動
総
五
八
号
、
一
九
四
四
年
九
月
三
日
、

文
部
省
総
務
局
長
・
厚
生
省
勤
労
局
長
・
軍
需
省
総
動
員
局
長
発
直
轄
学
校
長
等

宛
。

（44）　

特
別
会
計
へ
の
繰
入
は
通
常
一
〇
分
の
一
で
、
特
別
の
事
情
で
経
費
が
多
額
と

な
る
学
校
は
一
〇
分
の
二
程
度
の
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
生
徒
も

同
様
で
、
生
徒
へ
の
支
給
金
や
授
業
料
な
ど
を
控
除
し
た
残
余
金
か
ら
、
特
別
会

計
へ
一
〇
分
の
一
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
（
特
例
も
同
様
）。
ま
た
、

教
職
員
へ
の
支
給
は
、
謝
金
の
一
〇
分
の
八
（
繰
入
率
が
一
〇
分
の
二
の
学
校
の

場
合
に
は
、
一
〇
分
の
七
）
を
下
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

（45）　

七
月
に
東
京
都
が
通
達
し
た
註
30
の
通
達
で
は
、
中
学
校
生
徒
に
対
す
る
交
付

金
を
二
五
円
と
し
て
い
た
。
す
で
に
「
学
徒
勤
労
令
」
の
骨
格
は
六
月
上
旬
に
は

定
ま
っ
て
い
た
が
、
各
省
と
の
交
渉
で
閣
議
決
定
や
交
付
が
八
月
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
（
前
掲
、
山
本
哲
生
「
学
徒
勤
労
令
関
係
資
料
」）、
報
償
に
つ
い
て
も
原
案

は
六
月
中
に
は
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
暫
定
的
に
そ
の
原
案
の
提
示
と
指
導
が
東

京
都
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（46）　
「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
ノ
報
償
取
扱
細
目
ニ
関
ス
ル
件
」、
教
総
収
第

一
三
一
〇
号
、
一
九
四
四
年
九
月
九
日
、
東
京
都
教
育
局
長
・
警
視
庁
勤
労
部
長

発
関
係
学
校
長
・
関
係
工
場
事
業
代
表
者
等
宛
（
前
掲
『
学
徒
報
償
金
ニ
関
ス
ル

文
書
』
所
収
）。

（47）　

七
月
の
段
階
で
、
立
教
中
学
校
は
東
京
都
教
育
局
に
報
国
団
費
を
一
円
と
申
請

し
て
お
り
、
東
京
都
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
指
導
が
当
初
か
ら
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
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（48）　

東
京
都
教
育
局
総
務
課
発
関
係
学
校
長
宛
「
報
償
経
理
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
四

四
年
一
二
月
一
一
日
、
教
育
局
総
務
課
長
発
公
私
立
中
等
学
校
等
宛
（
前
掲
『
学

徒
報
償
金
ニ
関
ス
ル
文
書
』
所
収
）。

（49）　

註
22
の
文
書
に
添
付
さ
れ
た
「
要
綱
」。

（50）　

同
前
文
書
に
添
付
さ
れ
た
「
基
準
」。

（51）　

立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
。

（52）　
「「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
」
ニ

依
ル
生
徒
ノ
成
績
評
定
基
準
ニ
関
ス
ル
件
」、
教
総
発
第
二
二
号
、
一
九
四
四
年

七
月
一
四
日
、
東
京
都
教
育
長
発
管
下
公
私
立
中
等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
諸
通
達

綴　

第
一
巻
』
所
収
）
に
添
付
さ
れ
た
文
書
。

（53）　
「
航
空
機
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
非
常
措
置
ノ
件
」
一
九
四
四
年
七
月
一
一
日
、

『
公
文
類
聚
・
第
六
十
八
編
・
昭
和
十
九
年
・
第
七
十
九
巻
・
産
業
・
工
事
』
所

収
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、JA

CRA

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref: 

A
14101246700

。

（54）　

前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
八
五
頁
、
資
料
三
五
、
動
総
四

五
号
、
一
九
四
四
年
七
月
一
九
日
、
文
部
次
官
・
厚
生
次
官
・
軍
需
次
官
発
各
地

方
長
官
・
軍
需
管
理
部
長
宛
。

（55）　

教
総
収
第
六
二
〇
号
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
九
月
四
日
発
教
総
収
第
一
二

一
八
号
文
書
（
註
57
）
に
お
い
て
通
牒
し
た
こ
と
の
事
実
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（56）　

前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
九
一
頁
、
資
料
四
〇
、
発
国
四

五
号
、
一
九
四
四
年
八
月
一
〇
日
、
国
民
教
育
局
長
発
各
地
方
長
官
宛
。

（57）　

教
総
収
第
一
二
一
八
号
、
一
九
四
四
年
九
月
四
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下

公
私
立
中
等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。

（58）　

教
総
発
第
三
七
三
号
、
一
九
四
四
年
一
二
月
四
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下

公
私
立
中
等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
官
公
往
復
文
書　

昭
和
十
九
年
度
』
所
収
）。

（59）　

前
掲
「
学
徒
勤
労
動
員
情
況
調
報
告
」（
註
18
）。

（60）　

前
掲
、
伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」
に

よ
れ
ば
、
軍
需
省
は
電
力
不
足
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
休
日
を
分
散
し
、
曜
日
を

変
え
て
月
四
回
設
定
し
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
二
回
を
登
校
日
に
し
た
よ
う
で
あ

る
。

（61）　
『
教
務
日
誌
』
の
一
九
四
四
年
九
月
一
三
、
一
四
、
一
五
、
二
六
、
二
七
、
二

九
日
の
記
載
事
項
を
は
じ
め
と
し
て
、
当
該
学
年
ク
ラ
ス
の
登
校
日
か
ら
確
認
で

き
る
。

（62）　

前
掲
「
学
徒
勤
労
動
員
情
況
調
報
告
」（
註
18
）
に
は
、
両
学
年
と
も
に
九
月

三
〇
日
ま
で
の
動
員
予
定
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（63）　

教
総
発
二
〇
六
号
、
一
九
四
四
年
九
月
二
五
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
各
関
係

学
校
長
宛
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。

（64）　

前
掲
、
齊
藤
勉
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
で
は
、
三
七
一
頁
に
九
月

二
五
日
の
文
書
を
掲
載
し
、
東
京
都
の
各
学
校
の
出
動
期
間
が
九
月
三
〇
日
ま
で

だ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、
立
教
中
学
校
側
の
七
月
「
学
徒
勤
労
動
員
情
況
調

報
告
」
に
は
九
月
末
ま
で
の
予
定
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
の
確
認
が
で

き
た
と
い
え
よ
う
。

（65）　

同
前
書
、
三
八
一
頁
。

（66）　

同
前
書
、
三
八
七
頁
。

（67）　

同
前
。

（68）　

同
前
書
、
八
〇
頁
。
た
だ
し
、
例
外
的
に
神
奈
川
県
の
川
崎
市
な
ど
の
工
場
に

動
員
さ
れ
た
事
例
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
生
徒
が
神
奈
川
県
か
ら
多
く
通
学

し
て
い
る
学
校
に
限
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

（69）　

こ
の
時
期
の
動
員
か
わ
か
ら
な
い
が
、
一
九
四
五
年
六
月
ご
ろ
に
は
中
央
工
業

へ
は
、
城
西
学
園
中
学
校
も
動
員
さ
れ
て
い
た
（「
川
口
部
隊
第
四
大
隊
編
成

表
」、
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。
と
も
に
豊
島
区
に
あ
り
、
新
倉
町

は
近
い
と
判
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（70）　

前
掲
、
伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」
三

一
頁
。

（71）　

同
前
。

（72）　

前
掲
、
徳
竹
剛
「
通
年
動
員
態
勢
下
に
お
け
る
学
徒
勤
労
動
員
―
東
北
帝
国
大

学
法
文
学
部
伊
勢
崎
隊
―
」
九
頁
。

（73）　
『
教
務
日
誌
』
一
九
四
四
年
一
一
月
一
日
、
二
日
、
六
日
の
条
。

（74）　

前
掲
、
伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」
三

三
頁
。

（75）　
『
教
務
日
誌
』
一
九
四
四
年
一
二
月
一
一
日
か
ら
一
五
日
の
条
。

（76）　

同
前
、
一
九
四
五
年
三
月
五
日
か
ら
九
日
の
条
。

（77）　

同
前
、
三
月
一
二
日
に
採
点
報
告
が
あ
り
、
一
五
日
に
合
否
判
定
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。

（78）　

教
二
収
第
三
六
九
五
号
、
一
九
四
四
年
五
月
二
〇
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
管

下
中
等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。

（79）　

立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
都
教
育
局
長
宛
「
中
学
校
生
徒
将
来
ニ
於

ケ
ル
希
望
ノ
状
況
調
」
一
九
四
四
年
七
月
五
日
、
別
紙
「
中
学
校
生
徒
将
来
ニ
於

ケ
ル
希
望
ノ
状
況
」（
前
掲
『
報
告
書
類　

昭
和
十
九
年
度
』
所
収
）。

（80）　

希
望
調
の
数
字
と
生
徒
総
数
が
同
一
の
表
に
お
い
て
合
致
し
て
い
な
い
。

（81）　

教
総
発
第
二
一
三
号
、
一
九
四
四
年
九
月
二
七
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下

中
等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
官
公
往
復
文
書　

昭
和
十
九
年
度
』
所
収
）。

（82）　
「
昭
和
二
十
年
度
高
等
専
門
学
校
等
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
ニ
関
ス
ル
件
」、
発

専
一
四
〇
号
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
二
七
日
、
文
部
次
官
発
内
務
次
官
宛
（『
本

邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度
並
状
況
関
係
雑
件 

第
五
巻 

1
．
自
昭
和
十
九
年
一
月 

至

昭
和
十
九
年
十
二
月
』
所
収
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、JA

CRA

（
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref: B04011479600

。

（83）　

米
原
穣
「
高
等
学
校
及
専
門
学
校
等
の
入
学
者
選
抜
に
就
い
て
」（『
文
部
時

報
』
第
八
二
〇
号
、
一
九
四
四
年
一
二
月
一
〇
日
）。
こ
の
文
章
は
、
選
抜
要
項

の
解
説
で
あ
る
（
た
だ
し
、
要
項
自
体
は
こ
こ
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
）。
こ

こ
で
は
、
一
九
四
四
年
春
に
は
、
受
験
の
た
め
に
移
動
し
た
者
が
約
五
二
万
人

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
四
五
年
は
約
一
六
万
人
に
な
り
、
三
期
に
分
け
る
の
で
各

期
約
五
、
六
万
人
に
制
限
で
き
る
と
予
想
し
て
い
る
。

（84）　

同
前
。

（85）　

同
前
。

（86）　

一
九
四
四
年
一
二
月
一
六
日
、
東
京
都
教
育
局
総
務
課
視
学
係
発
管
下
公
私
立
中

等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。
こ
の
通
牒
は
、「
其
ノ
筋

ヨ
リ
」
の
通
達
、
す
な
わ
ち
文
部
省
の
指
示
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（87）　

教
総
発
第
四
四
七
号
、
一
九
四
四
年
一
二
月
二
七
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
管

下
公
私
立
中
等
学
校
長
宛
（
同
前
簿
冊
所
収
）。

（88）　

前
掲
、
米
原
穣
「
高
等
学
校
及
専
門
学
校
等
の
入
学
者
選
抜
に
就
い
て
」。

（89）　

立
教
大
学
総
長
三
邊
金
蔵
発
立
教
中
学
校
長
宛
「
無
試
験
入
学
資
格
者
人
数
ニ

就
テ
ノ
申
合
セ
」
一
九
四
四
年
一
〇
月
四
日
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所

収
）。

（90）　

立
教
理
科
専
門
学
校
長
発
立
教
中
学
校
長
宛
「
無
試
験
入
学
資
格
者
人
数
ニ
就

テ
ノ
申
合
セ
」
一
九
四
四
年
一
〇
月
五
日
（
同
前
簿
冊
所
収
）。

（91）　
「
入
学
志
願
者
書
類
受
領
ノ
件
」
東
京
高
等
師
範
学
校
教
務
課
発
立
教
中
学
校

長
宛
（
前
掲
『
官
公
往
復
文
書　

昭
和
十
九
年
度
』
所
収
）。

（92）　
「
勤
労
動
員
継
続
ニ
伴
フ
附
設
課
程
進
学
見
込
数
」
一
九
四
五
年
三
月
二
五

日
、
立
教
中
学
校
長
発
東
京
都
教
育
局
総
務
課
長
宛
、
教
総
発
一
三
九
号
（
註

97
）
に
対
す
る
報
告
（
前
掲
『
報
告
書
類　

昭
和
十
九
年
度
』
所
収
）。

（93）　
「
学
校
要
覧
送
付
ニ
関
ス
ル
件
」（
教
総
発
第
五
三
九
号
、
一
九
四
四
年
一
一
月
二

一
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
公
私
立
中
等
学
校
長
宛
）
に
添
付
さ
れ
た
表
（『
報
告

書
類　

昭
和
二
十
年
度
』
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。
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（94）　
『
公
文
類
聚
・
第
六
十
八
編
・
昭
和
十
九
年
・
第
七
十
四
巻
・
学
事
二
・
国
民

学
校
・
雑
載
』
所
収
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、JA

CRA

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）Ref: A

03010206600

。

（95）　

教
総
収
発
二
九
一
八
号
、
一
九
四
四
年
一
二
月
一
四
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発

管
下
中
等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。

（96）　

勤
業
務
発
第
七
九
一
号
、
日
付
不
明
、
東
京
都
教
育
局
長
・
警
視
庁
勤
労
部
長

発
各
国
民
勤
労
動
員
署
長
・
各
中
等
学
校
長
宛
（
同
前
簿
冊
所
収
）。

（97）　

教
総
発
一
三
九
号
、
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
、
東
京
都
教
育
局
総
務
課
長
発

公
私
立
中
等
学
校
長
宛
（
前
掲
『
学
徒
報
償
金
ニ
関
ス
ル
文
書
』
所
収
）。

（98）　

教
総
七
七
四
号
、
一
九
四
五
年
三
月
一
三
日
、
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
関
係

中
等
学
校
長
宛
（
同
前
簿
冊
所
収
）。

（99）　

教
総
収
第
九
二
〇
号
、
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
関
係
中
等
学
校
長
宛
、
一
九

四
五
年
三
月
二
三
日
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。

（100）　
「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
ニ
伴
フ
上
級

学
校
入
学
者
ノ
取
扱
ニ
関
す
る
件
」、
動
国
六
〇
号
、
一
九
四
五
年
三
月
一
三
日
、

文
部
省
国
民
教
育
局
長
・
専
門
教
育
局
長
通
達
（『
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度
並

状
況
関
係
雑
件 

第
五
巻 

2
．
自
昭
和
二
十
年
一
月 

至
昭
和
二
十
年
十
二
月
』 

所
収
。
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、JA

CRA

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

Ref: B04011480700

）。

（101）　

註
92
の
文
書
。

（102）　

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
六
〇
五
頁
。

（103）　

東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
『
東
京
都
教
育
史　

通
史
編
四
』
一
九
九
七
年
、
六

一
九
～
六
二
〇
頁
。

（104）　

湯
田
拓
史
「
公
立
高
等
学
校
入
試
に
お
け
る
市
町
村
教
育
行
政
の
配
分
方
式
―

事
例
と
し
て
の
「
姫
路
方
式
」
―
」（『
活
水
論
文
集　

健
康
生
活
学
部
編
』
第
五

九
集
、
二
〇
一
六
年
）。

（105）　

発
国
六
一
五
号
、
一
九
四
四
年
一
一
月
一
五
日
、
文
部
省
国
民
教
育
局
長
発
地

方
長
官
宛
『
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度
並
状
況
関
係
雑
件 

第
五
巻 

1
．
自
昭
和

十
九
年
一
月 

至
昭
和
十
九
年
十
二
月
』
所
収
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、

JA
CRA

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）、B04011479400

。

（106）　

岡
田
孝
平
「
来
年
度
中
等
学
校
入
学
者
選
抜
に
就
て
」（『
文
部
時
報
』
第
八
二

一
号
、
一
九
四
五
年
一
月
一
〇
日
）
で
、
文
部
省
が
中
等
学
校
入
学
者
選
抜
方
法

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

（107）　

前
掲
、
東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
『
東
京
都
教
育
史　

通
史
編
四
』
六
二
〇

頁
。『
朝
日
新
聞
』
東
京
、
一
九
四
四
年
一
二
月
二
九
日
。

（108）　

同
前
、
東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
『
東
京
都
教
育
史　

通
史
編
四
』
六
二
〇

頁
。

（109）　

同
前
。
以
後
の
経
過
は
、
前
掲
、
齊
藤
勉
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』

五
二
二
～
五
二
三
頁
も
参
照
。

（110）　
『
朝
日
新
聞
』
東
京
、
一
九
四
五
年
三
月
一
五
日
。

（111）　
「
昭
和
二
十
年
度
中
等
学
校
入
学
者
選
抜
情
況
」
一
九
四
五
年
三
月
一
七
日
、

東
京
都
教
育
局
総
務
課
（
前
掲
『
諸
通
達
綴　

第
一
巻
』
所
収
）。

（112）　
『
朝
日
新
聞
』
東
京
、
一
九
四
五
年
三
月
一
八
日
。

（113）　

前
掲
、
伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」
で

は
、『
教
務
日
誌
』
と
一
九
四
五
年
度
に
入
学
し
た
石
山
春
二
の
回
想
か
ら
、「
入

試
の
た
め
に
児
童
を
集
合
さ
せ
る
危
険
を
慮
っ
た
立
教
中
学
校
で
は
、
内
申
書
の

み
に
よ
っ
て
合
否
を
判
定
し
た
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
立
教
独
自
の
判
断
の
よ

う
な
指
摘
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
東
京
都
教
育
局
に
よ
る
指
示
に

よ
る
も
の
で
、
立
教
中
学
校
独
自
の
判
断
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（114）　
「
第
一
学
年
入
学
志
願
者
及
入
学
者
調
」
一
九
四
五
年
四
月
、
立
教
中
学
校
。

な
お
こ
の
表
に
は
、
五
月
二
四
日
に
東
京
都
長
官
に
提
出
し
た
送
り
状
が
あ
る

（
前
掲
『
報
告
書
類　

昭
和
二
十
年
度
』
所
収
）。
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【
付
記
】
本
論
文
は
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
4
「
立
教
中
学
校
関
係
資
料
研
究
会
」
で
の
「
立
教

中
学
校
教
務
日
誌
」
に
関
す
る
報
告
の
成
果
を
参
照
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
『
教
務
日
誌
』
の
報
告
を
担
当
さ
れ
た
奈
須
恵
子
氏
、

油
井
原
均
氏
、
舟
橋
正
真
氏
、
田
中
智
子
氏
、
そ
し
て
研
究
会
に

参
加
さ
れ
た
市
橋
祐
介
氏
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
長
ら
く
立
教
中
学
校
史
料
の
整
理
と
保
存
、
そ
し
て
立

教
中
学
校
及
び
学
院
の
歴
史
研
究
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
立
教
中
学

校
元
教
諭
の
伊
藤
俊
太
郎
先
生
が
、
昨
年
一
月
に
急
逝
さ
れ
た
。

先
生
に
は
、
筆
者
が
中
学
生
の
時
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
研
究
者
に
な
っ
て
か
ら
も
立
教
中
学
校
の
歴
史
に
つ
い
て
多
く

の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
、
も
っ
と
早
く
に
先
生
が
体

験
さ
れ
た
通
年
動
員
態
勢
下
の
立
教
中
学
校
に
関
す
る
論
文
を
執

筆
し
て
、
ご
覧
に
な
っ
て
頂
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
都
合

に
よ
り
遅
れ
て
し
ま
い
、
先
生
の
学
恩
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

な
っ
た
こ
と
は
真
に
慚
愧
に
耐
え
な
い
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
伊

藤
先
生
に
対
し
て
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。


